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「『パンキョー革命（学生・教職員懇談会）』報告書（2012）」の刊行にあたって

日頃は大阪大学・全学教育推進機構の諸事業にご協力いただきまことにありがとうございます。

全学教育推進機構は、平成 24 年４月に大学教育実践センターを発展的に解消し、大学院を含む教

養教育や全学横断的な教育を企画する機能等を持った組織として新たに設置されました。本機構は

大阪大学の教育目標である「教養（comprehensive understanding）」「デザイン力（design prowess）」「国

際性（ transcultural communicability）」を身につけた学生を育成するため、全学共通教育を実施すると

ともに、その質的向上に取り組んでいます。

Teaching から Learning への転換や学生の視点の取り入れなどが求められる中、大学教育実践セン

ター時代から学生・教員・職員が一体となって、全学共通教育のさらなる改善と発展をめざして取

り組んできた重点事業の一つが、「パンキョー革命」の愛称で知られる「学生・教職員懇談会」で

す。企画・実施にあたっては学生が中心となり、教員と職員がそれを支える三位一体型の教育改善

の取組で、全国的にも注目を集めています。機構設置後も「学生参加型 FD 推進委員会」を中心に

この活動を支援して参りました。今後は活動が全学共通教育全体に広がり、初年次から大学院にわ

たる教育改善がいっそう促進されることを期待しております。

今年度の活動報告書を作成致しましたので、ご高覧いただくとともに、今後ともご支援のほどよ

ろしくお願い致します。

全学教育推進機構長 江川温

本書を手に取っている阪大生の皆さんへ

大阪大学の教育は、実は高く評価されているのをご存じですか？ 例えば、「週刊 東洋経済」（東

洋経済新報社）平成 23 年 10 月 22 日号では、「本当に強い大学」の１つとして大阪大学の共通教育

の取り組みが紹介されています。また、「夕刊フジ」（平成 23 年 12 月７日版）では、「実力が身に

付く大学」の第１位に大阪大学が選ばれています。さらに、「産経新聞」では「旬な大学」として

大阪大学がシリーズで紹介されています。

とはいえ、満足していない人も少なくないでしょう。「パンキョー革命」は、ただ文句を言うだ

けでなく、教員や職員と協力しながら、学生の力で阪大の共通教育をより良いものに変えていこう

という取り組みです。このような学生主体の教育改善の動きは阪大では以前にもあり、平成 17 ～ 19

年には「STAR 阪」という取り組みが、80 年代には人間科学部で「あきらめていませんか？おもし

ろくない授業」というシンポジウムが学生主催で開催されています。

まだ知らないだけで、他にもこのような活動があったかもしれません。先輩たちの伝統にならっ

て、そして今の「パンキョー革命」メンバーと一緒に活動したい人は、ワニ博士まで是非ご一報下

さい（wanihakase@celas.osaka-u.ac.jp）。

全学教育推進機構・学生参加型 FD 推進委員会長 服部憲児
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１．「パンキョー革命（学生・教職員懇談会）」について

(1)「パンキョー革命（学生・教職員懇談会）」の概要

「パンキョー革命」（正式名称は「学生・教職員懇談会」）は、学生と教職員が大阪大学の共通

教育の在り方を立場を越えて自由に語り合うイベントである。この企画・実施のために学生・教職

員で構成される組織が「パンキョー革命推進チーム」（以下、推進チーム）であり、企画・運営段

階からの対話型・学生参加型・三位一体型の FD・SD を目指している。推進チームは、大阪大学の

共通教育のより良い在り方を、学生と教職員が対話をしながら共に考えていくために、様々なイベ

ントの企画・実施や改善案の提案・実行を行っている。そして、これらを通して「阪大文化」の創

造を目指している。「パンキョー革命」は、広義には推進チームの活動の総体を指す場合もある。

イベントとしての「パンキョー革命」は全学教育推進機構
1)
（以下、機構）の主催であり、推進チ

ームの活動は機構の学生参加型 FD 推進委員会が支援を行っている。

「パンキョー革命」イベント（当初は「学生・教員懇談会」）が初めて開催されたのは平成 20 年

７月である。この年は、大阪大学と大阪外国語大学の統合後、初めて共通教育の授業が行われた年

である。そのため、統合がもたらした共通教育へのメリットや課題はどのようなものであったかを

検討する必要があった。ある共通教育担当教員から「学生については統合により相乗効果が見られ

る一方で、教員についてはまだ十分に統合の効果が認識されていない」という指摘があった。当時

共通教育担当部局であった大学教育実践センターがこれを受けて、学生と教員が本音で語り合う場

を設け、相互に各人の意識を高め、よりよい共通教育を構築することを目指して、第１回のイベン

トを企画した。これが「パンキョー革命」が始まったきっかけである。

第１回イベントは教員主導で企画・運営を行った。しかしながら、特に広報の面で上手くいかな

かったので、学生の助けを借りて何とか成功させることができた。第２回イベントでも同様に学生

の助けを借りながら実施したが、終了後の反省会で「せっかくだから、企画段階から学生・教員・

職員で一緒にやってはどうだろうか？」という話になり、懇談会準備会を設立し、企画運営段階か

ら対話型・学生参加型の活動を展開することにした。この準備会で会の名称を「学生・教職員懇談

会」に改め、さらに愛称を第１回イベントのポスターで使われた「パンキョー革命」とすることに

した。そして、準備会も後に「パンキョー革命推進チーム」の名称とすることになった。これまで

このイベントを６回開催し、他に各種関連イベントの企画・実施や、推進チームの学生メンバーを

中心にイベントでの議論を踏まえて共通教育の改革提言「パンキョー革命提議書」（平成 22 年２月

の実現に向けての活動を行っている。

(2)平成 24 年度の取り組み

平成 24 年度は、前期においては毎年恒例の「パンキョー革命」イベントの開催、後期において
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は「パンキョー革命提議書」第２号の作成と「ひとこといちば」の実施に取り組んだ。「第６次パ

ンキョー革命」は、グローバル化の社会情勢や大学教育の実質化という政策動向などを踏まえ、「阪

大を変える！世界一に変える！」をテーマとして設定した。ジャーナリストの山内太地氏の講演

（「真の『パンキョー革命』のために～日本の大学の現状と問題点及び海外大学先進事例紹介～」）

を拝聴した後、「大阪大学が 2031 年に世界で 10 番になるために、学生・教職員・大学は何をして

いかなければならないか？」をテーマに話し合いを行った。

「提議書」第２号の作成は夏休み頃から取りかかった。今回はテーマを絞って現状把握のための

調査を実施し、それを踏まえての改革提言を行う予定である。本報告書の作成と並行して、学生を

中心に執筆が行われている。また、１年間途絶えていた学生・教職員交流イベント「ひとこといち

ば」を推進チームで復活させ、実施することとした。今年度は計７回開催した。

これらも含め、今年度実施したイベントやプロジェクト等は以下の通りである（企画段階のもの

も含む）。

○第６回学生・教職員懇談会（第６次パンキョー革命）

パンキョー革命のメインの活動であり、より良い共通教育の在り方について学生と教職員で立場

を超えて自由に話し合うイベントである。今回は山内太地氏の講演をもとに、ディスカッションを

行った。参加者は 65 名（学生 40 名、理事１名、教員 12 名、職員６名、学外者６名）を数えた。

○キャンパスライフデザイン（CLD）～新入生ガイダンス～

単なる学生生活のノウハウだけではなく、新入生が自分のキャンパスライフをこれからどのよう

に作り上げていくかについて考えるきっかけを与え、自分にとっての大学生活の意義を見出しても

らうことを目的に毎年４月に開催している。

○ワニゼミ（ワニ着ぐるみプロジェクト）

大阪大学のマスコット・キャラクターである「ワニ博士」の着ぐるみを活用して、イベントに対

するイメージアップと参加促進を図り、阪大を盛り上げていくプロジェクトである。全学教育推進

機構主催イベントへの参加や広報活動への協力を行う。

○ひとこといちば

昼休みを利用した学生・教職員の交流イベントである。１年間休止していたが、推進チームが今

年度後期より復活させた。開放型セミナー室で毎週月曜日に阪大教員をゲストに迎え、講話と対話

を組み合わせる形で行われた。

○「パンキョー革命提議書」第２号の作成

阪大の共通教育の改善を目指し、学生の立場から改革提言をまとめたものである。第１号が出さ

れてから３年になることから、第２号を作成することにした。今回はテーマ（TA・LA の活用など）

を絞って、実態調査を実施し、それをもとに提言を行う形にした。

○学生 FD・教育改善勉強会

パンキョー革命を推進するために必要な知識を学ぶために、勉強会を開催した。第１回は「学生 FD
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および FD について」（3/19・26：参加者９名）、第２回は「中教審『審議のまとめ』を読む」（5/18

：参加者 11 名）、第３回は「学生像の変遷について」（6/22：参加者７名）であった。

上記に加えて、学外交流にも取り組み、学生 FD サミット 2012 夏（8/25-26 ＠立命館大学）、学生 FD

サミット 2013 春（3/5-6 ＠岡山大学）に参加し（執筆時点で予定を含む）、報告等も行った。

(3)「パンキョー革命」のこれから

①課題の解決

昨年度の報告書で書いたように、「パンキョー革命」の取り組みには、参加学生層の拡大、有効

な広報の実施、活動内容の充実といった課題がある。これらはなかなか解決が難しい問題であり、

実際のところ１年経って大きな進歩があったとは言い難い。引き続き有効な対策を考えていきたい。

②プロジェクトルームの有効活用

今年度、ステューデントコモンズに隣接する一角に、「共通教育プロジェクトルーム」が開設さ

れた。これは「学生の課外活動、とりわけ教育・学習に関する活動について支援するために」設置

されたスペースであり、推進チームもここを利用して活動を行っている。このような環境を活かし

て活動に弾みをつけたいところである。

③改組と「パンキョー革命」

上にも示したように、旧実践センターが低学年次の共通教育を対象としていたのに対して、機構

は初年次から大学院までを対象とする共通教育が守備範囲となる。これまでの推進チームの活動は

低学年次の教育を主眼に置いてきたが、このままで活動を続けるのか、全学的教育改善を視野に入

れるのか、メンバー間でも考える必要性を感じている－実際に、今回のパンキョー革命イベント

のテーマは、必ずしも低学年次の教育に限らない話になっている。後者の立場を取るのであれば、

「パンキョー革命」という愛称も再考の対象となってこよう。

（服部憲児）
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２．2012（平成24）年度「パンキョー革命」の活動記録

(1)各種イベント・学外交流など

○平成 24 年

４月５・６日：「新入生ガイダンス～キャンパスライフデザイン～」開催

６月 28 日：「第６回学生・教職員懇談会（第６次パンキョー革命）」開催

８月25・26日：「学生 FD サミット 2012 夏」（立命館大学）参加・報告（参加者８名）

○平成25年

２月 28 日：「パンキョー革命提議書」第２号刊行予定

３月５・６日：「学生 FD サミット 2013 春」（岡山大学）参加・報告（参加者５名＋ワニ博士）

※執筆時点での予定を含む。

(2)準備会など

○平成24年

４月12日：「第６回学生・教職員懇談会（第

６次パンキョー革命）」準備会

４月19日：準備会

５月10日： 〃

５月17日： 〃

６月７日： 〃

６月14日： 〃

６月21日： 〃

７月５日：「第６次パンキョー革命」反省会

７月12日：後期活動についての議論

７月19日： 〃

８月２日： 〃

８月８日： 〃

９月７日：「提議書」第２号および「ひとこ

といちば」準備作業

９月21日：準備作業

10月４日： 〃

10月11日： 〃

10月18日： 〃

10月25日： 〃

11月１日：「ひとこといちば」反省会

11月８日：「提議書」第２号準備作業

11月14日：「ひとこといちば」反省会

11月15日：「提議書」第２号準備作業

11月21日：「ひとこといちば」反省会

11月22日：「提議書」第２号準備作業

11月29日： 〃

12月５日：「ひとこといちば」反省会

12月６日：「提議書」第２号準備作業

12月13日：「ひとこといちば」全体総括

12月20日：「提議書」第２号準備作業

○平成25年

１月10日：「提議書」第２号準備作業

１月17日： 〃

１月24日： 〃

１月31日： 〃

２月15日：「提議書」第２号最終調整
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３．「パンキョー革命」各種活動の報告

(1)「第６回学生・教職員懇談会（第６次パンキョー革命）」実施報告

2012 年６月 28 日（木）14 時より開放型セミナー室（ステューデント・コモンズ１階）にて

「第６回 学生・教職員懇談会（第６次パンキョー革命）」を開催しました。このイベントは、

共通教育のよりよい在り方を学生と教職員が対話をしながら、共に考えていくために企画さ

れています。今回はグローバル化の社会情勢や大学教育の実質化という政策動向などを踏ま

え、「阪大を変える！世界一に変える！」をテーマとして設定しました。参加者は 65 名（学

生 40 名、理事１名、教員 12 名、職員６名、学外者６名）を数えました（この他に受付をせ

ずに講演を聴講した参加者が数名います）。

イベントでは、江川温全学教育推進機構長の挨拶の後、大

学研究家でフリーライターの山内太地氏より「真の『パンキ

ョー革命』のために～日本の大学の現状と問題点及び海外大

学先進事例紹介～」と題した講演が行われました。アメリカ

の大学教育の現状や日本の大学教育の問題点などについて御

紹介いただき、講演後にも活発な意見交換がなされました。

後半のグループワークでは、前半の講演内容を踏まえて、「大

阪大学が 2031 年に世界で 10 番になるために、学生・教職員

・大学は何をしていかなければならないか？」をテーマに話

し合いをしてもらいました。各グループでは、双方向型授業

・少人数制授業への転換、語学力の強化、授業での留学生と

の交流、学ぶ意思の涵養といった授業・学習に関すること、

学生と教員の交流を深めることなどが議論されました。さら

に、全寮制にする、芸術分野を拡充する、上手に寄付を募る

といったことも話し合われました。グループワークの結果報

告、山内氏のコメント、景品抽選会の後、閉会の挨拶では、

東島清大阪大学理事・副学長より、今後も教育改善を進めて

いきたい旨の締めくくりの挨拶がなされました。

事後アンケートでは、良かった点としてゲスト講演が最も多くあげられていましたが、次

いで教職員とのディスカッションや一体感も高い評価を得ました。進行や雰囲気作りに対す

る肯定的な意見もあり、全体としては企画・運営は上手く行ったと言えるのではないでしょ

うか。しかし一方で、開催時間帯の設定、ディスカッションの人数、議論の深め方などにつ

いて課題も指摘されました。これらの意見を踏まえて、より多くの幅広い学生・教員・職員

を巻き込みながら対話を継続し、さらに広がりのある取組にしていくことで、阪大の教育改

善に貢献できるようにしていきたいと考えています。

（服部憲児）
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(2)山内太地氏講演録（平成 24 年６月 28 日「第６次パンキョー革命」での講演）

「真の『パンキョー革命』のために―日本の大学の現状と問題点及び海外大学先進事例紹介―」

山内太地（大学研究家）

大 阪 大 学 の 皆 さ ん ， こ ん に ち は ． 本 日 は お

招 き あ ず か り ま し て あ り が と う ご ざ い ま す ．

パ ン キ ョ ー 革 命 と い う こ と で 私 が お 役 に 立 て

る こ と が あ れ ば と 思 い ， 1 時 間 ほ ど ち ょ う だ

い し て い ま す ． 学 生 の 方 は も う す っ か り 慣 れ

て い ら っ し ゃ る と 思 い ま す が 前 も っ て 予 告 し

て お き ま す ． よ く ご 存 じ の と お り ， 日 本 人 は

「 質 問 あ り ま す か 」 と い わ れ て も 誰 も 手 を 上

げ な い 民 族 で す ． で す の で ， 前 も っ て 私 が 話

す 1 時 間 の う ち に 必 ず メ モ 帳 に 質 問 を 書 い て

い た だ い て ， 25 分 の 質 疑 応 答 で た く さ ん 手 が

挙 が る こ と を 前 提 に 話 し ま す ． 今 か ら そ れ を

皆 さ ん の 方 で 仕 込 ん で く だ さ い ． よ ろ し く お

願 い し ま す ．

話 は 大 き く 三 つ あ り ま し て ，ま ず 私 が 2 月 ，

3 月 に 取 材 し て き た ア メ リ カ の ト ッ プ 大 学 ，

ア イ ビ ー リ ー グ 各 校 の 授 業 の 話 が 一 つ ， も う

一 つ は ア メ リ カ で 見 て き た 大 学 の 授 業 の 在 り

方 に 対 し て ， で は 日 本 は ど う し て い け ば い い

の か ， 最 後 に 皆 さ ん が 今 後 パ ン キ ョ ー 革 命 を

進 め て い く に 当 た り 私 が 重 要 だ と 考 え て い る

大 学 の 先 生 の 在 り 方 と い う 三 つ の 話 を し ま

す ．

1.ア メ リ カ ・ カ ナ ダ の ト ッ プ 大 学

1-1.東 京 大 学 と イ ェ ー ル 大 学 の 時 間 割

冒 頭 に ， 東 京 大 学 と ア メ リ カ イ ェ ー ル 大 学

の 1 年 生 の 時 間 割 を そ れ ぞ れ 作 っ て み ま し

た ． 申 し 訳 あ り ま せ ん が 私 は 大 阪 大 学 に つ い

て 詳 し く な い た め ， 皆 さ ん は 東 大 生 側 を 参 考

に 見 て い た だ き た い と 思 い ま す ．

東 京 大 学 の 時 間 割 は 朝 9 時 か ら 1 限 が 始 ま り ，

夕 方 ま で 90 分 ず つ 授 業 が 続 い て い ま す （ ス

ラ イ ド １ ）． 語 学 の 授 業 が 4 コ マ あ り ま す ．

皆 さ ん も 1 年 生 の こ ろ ， あ る い は 現 1 年 生 は

い ろ い ろ な 授 業 を 取 っ て い ま す ．

こ こ で ポ イ ン ト な の は ， 東 京 大 学 に お い て

は な ぜ か 1 年 生 ク ラ ス が 第 2 外 国 語 の ク ラ ス

な の で す ． で す か ら ， ド イ ツ 語 や ス ペ イ ン 語

の ク ラ ス が 1 年 生 の ク ラ ス に な り ま す ． 東 京

大 学 で は 英 語 の 授 業 を 1 ク ラ ス 60 人 で や っ て

い ま す ． こ れ を 私 立 大 学 の 先 生 が 聞 く と ， う

ち が 勝 っ た な ど と よ く 分 か ら な い こ と を 言 い

始 め ま す が ， こ う い っ て は 何 で す け れ ど も 東

京 大 学 の 英 語 の 授 業 が 60 人 で 行 わ れ て い る

と は ， と て も 世 界 に 誇 る 英 語 の 授 業 を や っ て

い る と は 思 え ま せ ん ． 皆 さ ん が 勘 違 い し て い

ま す が ， 東 京 大 学 の 教 育 水 準 が 世 界 一 か ど う

か ， 私 は 大 変 疑 問 に 感 じ ま す ．

こ の 学 生 の 時 間 割 は 金 曜 の 1 限 に 基 礎 演 習

と い う ゼ ミ が あ り ま す ． こ れ は い わ ゆ る ア カ

デ ミ ッ ク リ テ ラ シ ー で ， 大 学 で の 勉 強 法 を 学

ぶ こ と に な っ て い ま す が ， 私 が イ ン タ ビ ュ ー

し た と こ ろ で は 語 学 ク ラ ス ほ ど は 友 達 同 士 あ

ま り 仲 良 く な れ な い そ う で す ． 重 要 な 点 で す

が ， 東 京 大 学 名 物 と し て ， こ の 時 間 割 の う ち

体 育 ・ 語 学 ・ ゼ ミ 以 外 は ほ ぼ 100 人 や 200 人

の 大 人 数 講 義 で す ． 一 方 的 に 聞 く 授 業 は 皆 さ

ん も 受 け ら れ て い る と 思 い ま す ．

面 白 い の は ， 東 京 大 学 で は 第 2 外 国 語 ク ラ

ス で 試 験 対 策 委 員 ， 通 称 「 シ ケ タ イ 」 と い う

人 を 決 め ま す ． 20 人 ぐ ら い い た ら あ な た と あ

な た が 「 シ ケ タ イ 」 と 決 め ま す ．「 シ ケ タ イ 」

が 何 を す る か と い う と ， 試 験 の プ リ ン ト で あ

る 「 シ ケ プ リ 」 を 作 り ま す ． 例 え ば ， こ の 時

間 割 で 数 学 や 社 会 で A く ん と B さ ん が 「 シ ケ

タ イ 」 に な っ た と し ま す ． 2 人 は 一 生 懸 命 に

丁 寧 に ノ ー ト を 取 っ て ， ネ ッ ト 上 で ク ラ ス の
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み ん な に 共 有 さ せ ま す ． 以 前 ， 東 大 生 の ノ ー

ト と い う 本 が 流 行 っ た と 思 い ま す が ， な ぜ き

れ い に 取 れ る か と い う と ， ク ラ ス の 仲 間 に 写

さ せ て あ げ る た め に き れ い に 取 る の で す ． そ

し て ， 驚 く べ き こ と に 東 京 大 学 で は １ 年 生 の

全 部 の 授 業 に 「 シ ケ タ イ 」「 シ ケ プ リ 」 が 存

在 し ま す ． つ ま り 皆 さ ん と あ ま り 学 力 が 変 わ

ら な い 東 大 生 は こ ん な に 効 率 良 く 授 業 を 受 け

て い る の で す ． で す か ら ， 自 分 が 取 っ て い な

い 授 業 で も 「 シ ケ タ イ 」「 シ ケ プ リ 」 が 手 に

入 り ま す し ， ネ ッ ト 上 な ど に も あ り ま す ． こ

れ で ク ラ ス 一 丸 と な っ て レ ポ ー ト を 乗 り 切 る

と い う 熱 い 友 情 に 包 ま れ た の が 東 大 生 の 授 業

で す ． 東 京 大 学 の す べ て の 1， 2 年 生 に は 「 シ

ケ タ イ 」「 シ ケ プ リ 」 が あ り ま す ． 私 は 革 命

的 怒 り を も っ て こ れ を 粉 砕 し よ う と し て い ま

す ． 九 州 大 学 や 北 海 道 大 学 も 取 材 し ま し た が

「 シ ケ タ イ 」「 シ ケ プ リ 」 を 作 っ て い る の は

東 京 大 学 だ け で す ． こ れ が 東 大 で す ．

で は ， 取 材 し て き た ア メ リ カ の イ ェ ー ル 大

学 の 話 に 移 り ま す ．（ ス ラ イ ド 2） イ ェ ー ル

大 学 の 時 間 割 で ま ず 皆 さ ん に と っ て 圧 倒 的 に

重 要 な 話 は ， 授 業 が 90 分 で は あ り ま せ ん ．

日 本 で は 70 分 で 行 っ て い る 国 際 基 督 教 大 学

（ ICU） な ど も あ り ま す が ， ほ ぼ す べ て の 日

本 の 大 学 の 授 業 が 90 分 だ と 思 わ れ ま す ． 東

大 の 時 間 割 を 見 れ ば 分 か る よ う に 90 分 で 固

定 さ れ て い る の で す よ ． 皆 さ ん の と こ ろ も そ

う だ と 思 い ま す ． で す が 90 分 授 業 は 長 く て

退 屈 で す よ ね ． 驚 く こ と に イ ェ ー ル 大 学 の 時

間 割 で は 語 学 は 50 分 授 業 で す ． な ぜ 50 分 か

と 聞 い た ら 集 中 力 が 続 か な い か ら と い わ れ ま

し た ． 当 然 で す よ ね ．

ア メ リ カ の 大 学 で す か ら 英 語 の 授 業 は あ り

ま せ ん ． イ ェ ー ル 大 学 の 1 年 生 は 第 1 外 国 語

で 中 国 語 を 取 り ま す ． 皆 さ ん や 東 京 大 学 で は

中 国 語 や 英 語 は 週 2 日 だ と 思 い ま す が ， イ ェ

ー ル 大 学 や プ リ ン ス ト ン 大 学 ， ハ ー バ ー ド 大

学 で は 基 本 は 月 ～ 金 曜 日 ま で 毎 朝 で す ． 朝 は

一 番 頭 が す っ き り し て い る の で 朝 や り ま す ．

毎 朝 の 1 限 50 分 間 は 中 国 語 ， で す か ら 月 火 水

木 金 と ， 毎 朝 中 国 語 で す ． 中 国 語 の 授 業 を 受

け る 人 数 は 7 人 や 10 人 ， そ れ に 先 生 が 3 人 で

す ．先 生 3 人 は 一 度 に つ か ず ，交 代 で 来 ま す ．

イ ェ ー ル 大 学 で は な く プ リ ン ス ト ン 大 学 の

例 で す が ， ど う い う 語 学 の 授 業 を や る か ． 月

・ 水 曜 は 普 通 の 中 国 語 の 授 業 を 行 い ま す ． も

ち ろ ん 10 人 で や っ て い ま す か ら 片 っ 端 か ら

当 て ら れ ま す ．火 ・ 木 曜 は 前 日 の 授 業 の 復 習 ，

金 曜 は 1 週 間 の 復 習 ， そ し て 翌 月 曜 は 最 初 の

授 業 に 加 え て 別 に テ ス ト を し ま す ． テ ス ト は

ペ ー パ ー テ ス ト で す が ， そ れ と は 別 に 中 国 語

ネ イ テ ィ ブ の 先 生 が 話 し た 発 音 を iPad に と り ，

そ れ を 聞 い て 自 分 で 録 音 し た 音 声 フ ァ イ ル を

提 出 し ま す ． こ れ を 15 週 ， 毎 週 で す ． 月 ～

金 曜 ま で み っ ち り 中 国 語 の 勉 強 を や り ， 土 日

は 宿 題 の 山 ， 月 曜 は 授 業 と テ ス ト で す ． こ れ

は 中 国 語 の 専 門 学 校 で も 厳 し い と 思 い ま す ．

十 分 き つ い の で す が ， こ れ で ま だ 中 国 語 の 話

し か し て い ま せ ん ． で す か ら ， 日 本 の 大 学 の

語 学 教 育 よ り す ご い で す ． 実 は 日 本 に お い て

こ れ を 英 語 で 行 っ て い る の が 亜 細 亜 大 学 な の

で す け れ ど も ， 誰 も 話 題 に し ま せ ん ．

こ こ で ポ イ ン ト な の は ， 東 京 大 学 の 時 間 割

を 見 る と 学 生 は 16 科 目 取 っ て い ま す ． と こ

ろ が ， ア メ リ カ の 大 学 で は ど こ も そ う で し た

が ， 同 じ よ う に 埋 ま っ て み え る イ ェ ー ル 大 学

の 学 生 は 1 学 期 に 4 科 目 し か 取 り ま せ ん ． 少

な い で す ね ． こ の 学 生 は 有 機 化 学 実 験 の 大 き

な も の が 入 っ て い る の で こ れ を 忘 れ て い た だ

く と ， 中 国 語 ， 有 機 化 学 ， ラ イ テ ィ ン グ セ ミ

ナ ー ， 免 疫 学 し か 取 っ て い な い の で す ． プ リ

ン ス ト ン 大 学 で は 4 年 間 で 31 科 目 ， イ ェ ー ル

大 学 は 4 年 間 で 36 科 目 取 れ ば 卒 業 で す が ， 東

大 生 は 16 科 目 取 っ て い ま す ． 日 本 は 90 分 授

業 で 16 科 目 を 取 る の は ， は っ き り い っ て 薄

く 浅 く 詰 め 込 み す ぎ な の で す よ ね ． も う お 分

か り の と お り ， 米 国 は 一 つ の 授 業 に と て も 手

が 込 ん で い る わ け で す ．

彼 は 有 機 化 学 を 取 っ て い ま す が ， 有 機 化 学

は 一 般 教 養 の 理 系 科 目 だ と 思 っ て く だ さ い ．

た っ た 4 科 目 し か 取 ら ず に ど う し て い る か と

い う と ， 有 機 化 学 の 授 業 は 月 ・ 水 ・ 金 に 50

分 あ り ま す ．こ れ は 週 1 コ マ よ り 定 着 し ま す ．



- 8 -

問 題 な の は ， 有 機 化 学 の 授 業 を 受 け る 学 生 数

は 割 と 多 く て 100 人 で す ． な ぜ か こ こ に 夜 7

時 か ら セ ク シ ョ ン 有 機 化 学 と い う な ぞ の 科 目

が 入 り ま す ． 一 体 こ れ は 何 で し ょ う ． こ れ は

大 人 数 で 行 う 科 目 を 黙 っ て 聞 い て レ ポ ー ト を

出 す だ け で は 駄 目 だ と い う 大 前 提 の も と ， ゼ

ミ 形 式 の 授 業 が 入 っ て い ま す ． つ ま り ， 有 機

化 学 の 授 業 は 100 人 や 150 人 で す が ， 週 1 回 の

セ ク シ ョ ン で は 大 学 院 生 の テ ィ ー チ ン グ ア シ

ス タ ン ト に よ る 1 対 10 の デ ィ ベ ー ト を し て い

ま す ．デ ィ ベ ー ト と 座 学 が セ ッ ト で 有 機 化 学 1

科 目 と い う わ け で す ． 日 本 の 大 学 の 皆 さ ん の

場 合 は ， 例 え ば 一 般 教 養 で 日 本 文 学 入 門 と い

う 科 目 を 取 っ た 場 合 ， 150 人 で 聞 い て 学 期 末

に レ ポ ー ト を 出 し て 終 わ り な の で す が ， こ れ

に デ ィ ベ ー ト の ゼ ミ が 1 対 10 ぐ ら い で 入 り ，

ほ か に 山 の よ う な 宿 題 が 出 る と い う こ と で

す ． 実 際 問 題 と し て ， 私 は 日 本 の す べ て の 大

人 数 講 義 に は こ の セ ク シ ョ ン を 導 入 す べ き だ

と 思 い ま す ． こ れ を や る た め に 有 機 化 学 を み

っ ち り や っ て い る と い う こ と で す ．

ラ イ テ ィ ン グ セ ミ ナ ー と い う 授 業 は 75 分

で ， こ れ も 90 分 で は あ り ま せ ん ． 大 阪 大 学

に も 1 年 生 向 け の ゼ ミ が あ り ま す が ， フ レ ッ

シ ュ マ ン セ ミ ナ ー で す ね ． 彼 の 場 合 は 免 疫 学

を 取 っ て い ま す が ， こ れ も 75 分 で す ． 大 き

い 3 時 間 半 の 実 験 は 特 殊 な の で 外 し ま す が ，

こ の よ う に た っ た 4 科 目 し か 1 学 期 に 取 ら ず

1 科 目 を み っ ち り や っ て い る の が ， 取 材 し て

き た ア メ リ カ の ア イ ビ ー リ ー グ の ス タ イ ル で

し た ． ハ ー バ ー ド 大 も イ ェ ー ル 大 学 も プ リ ン

ス ト ン 大 学 も 大 体 こ う い う 感 じ で し た ．

よ く ア メ リ カ の 大 学 は 日 本 と 違 っ て 資 金 力

が あ る ，先 生 の 数 が 多 い な ど と い わ れ ま す が ，

日 本 と ア メ リ カ で は い ろ い ろ 違 う の は よ く 分

か り ま す ． 私 は 日 本 が 駄 目 で ア メ リ カ が い い

と い う つ も り は 全 く あ り ま せ ん ． し か し ， パ

ン キ ョ ー 革 命 の た め に も し 参 考 に で き る 部 分

が あ れ ば ， 皆 さ ん が 参 考 に し て く だ さ る と い

い と 思 い ま す ． ど う せ 無 理 だ と い う わ け で は

あ り ま せ ん ． 少 な く と も 今 ま で は 日 本 国 内 で

も っ と い い こ と を や っ て い る 大 学 が な い か と

い う ぐ ら い が 私 の 関 心 だ っ た の で す が ， や は

り 世 界 で 何 が 起 き て い る か に 関 心 を 持 っ て ほ

し い と 思 い ま す ．

彼 の 時 間 割 を 表 に す る と （ ス ラ イ ド 3）， 1

学 期 当 た り 4 科 目 ， 5 科 目 し か 取 っ て い ま せ

ん ． 先 ほ ど の 有 機 化 学 は 週 3 × 50 分 ＋ セ ク シ

ョ ン 週 1， 免 疫 学 セ ミ ナ ー は 十 数 人 の ク ラ ス

で 週 2 × 75 分 ， ラ イ テ ィ ン グ セ ミ ナ ー は 十 数

人 ク ラ ス で 週 2 回 × 75 分 で す ． 日 本 人 学 生 に

ラ イ テ ィ ン グ セ ミ ナ ー の 話 を 聞 い た と こ ろ ，

英 語 で 書 い た レ ポ ー ト が 進 研 ゼ ミ の 赤 ペ ン 先

生 の よ う に 真 っ 赤 に な っ て 返 さ れ る の で と て

も 落 ち 込 む と 話 し て い ま し た ． し か し ， こ れ

を や っ て お く と 論 文 の 書 き 方 が 分 か る の で す

ね ． な ぜ 日 本 に そ う い う 授 業 が あ ま り な い の

か が と て も 不 思 議 で す ． 中 国 語 の 授 業 は 週 5

× 50 分 あ り ま す ．

後 期 に な っ て も 同 じ よ う な 科 目 を 取 っ て い

ま す ． 細 胞 生 物 学 は 60 人 ク ラ ス の 授 業 で 週 2

× 75 分 ， た だ し 60 人 の 授 業 で も 大 学 院 生 の

TA が 3 人 入 っ て 授 業 を サ ポ ー ト し て い ま す ．

例 に よ っ て セ ク シ ョ ン も あ り ま す ． 彼 は 現 代

ヨ ー ロ ッ パ の 政 治 学 と い う 科 目 を 取 っ て い ま

す が ， こ れ も 週 2 × 75 分 の 60 人 の レ ク チ ャ

ー と 15 ～ 20 人 の セ ク シ ョ ン が 週 1 × 50 分 で

す ． こ の よ う に 授 業 の や り 方 が 非 常 に 凝 っ て

い ま す ． こ れ は す ご い で す ．

彼 は 9 月 に 入 学 し て い ま す ． 1 年 生 の 秋 学

期 は 9 月 ～ 12 月 な の で す が ， 今 話 題 の 東 京 大

学 の 秋 入 学 は ， 実 は ハ ー バ ー ド 大 で は な く イ

ェ ー ル 大 学 の ス ケ ジ ュ ー ル に 合 わ せ て い ま

す ． 生 協 に は 『 ア ホ 大 学 の バ カ 学 生 』（ 光 文

社 ， 2012 年 ） と い う 私 の 名 著 が 売 ら れ て い ま

す ． こ の 本 で 書 い て い る の で す が ， 東 京 大 学

は イ ェ ー ル 大 学 と 協 定 を 結 ん で 交 流 し て い ま

す ． と こ ろ が ， シ ン ガ ポ ー ル に イ ェ ー ル 大 学

と シ ン ガ ポ ー ル 国 立 大 学 の 合 弁 の 大 学 が 立 ち

上 が り ，東 大 が 干 さ れ て い る 状 況 に あ り ま す ．

1-2.イ ェ ー ル ・ シ ン ガ ポ ー ル 大 学

イ ェ ー ル ・ シ ン ガ ポ ー ル 大 学 は ， す べ て の

授 業 が 20 人 以 下 で 全 寮 制 ， 授 業 は す べ て 英

語 で 行 わ れ ま す ． シ ン ガ ポ ー ル の 公 用 語 は 英
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語 な の で 授 業 を す べ て 英 語 で や る の は 当 た り

前 で す ．本 場 の 方 の イ ェ ー ル 大 学 で は ，9 ～ 12

月 が 秋 学 期 ， 1 ～ 5 月 に 春 学 期 ， 6 ～ 8 月 は す

べ て 夏 休 み で す ． 3 カ 月 の 夏 休 み は い い で す

ね ． 学 生 は 全 寮 制 で ， 寮 は 男 子 学 生 7 人 部 屋

と い う 大 変 む さ 苦 し い と こ ろ に 住 ん で い ま

す ． こ の 寮 に は デ ィ ー ン と い う 事 務 長 の よ う

な 教 員 が い ま す ． 大 学 の 先 生 と 一 緒 に 寮 に 住

ん で い る の で す ね ． で す の で ， 授 業 で 分 か ら

な い こ と は 先 生 に 聞 く こ と が で き ま す ．ま た ，

マ ス タ ー と い う 寮 長 の よ う な 教 員 が い ま す ．

マ ス タ ー と デ ィ ー ン ， あ と は フ レ ッ シ ュ マ ン

ア ド バ イ ザ ー と い う 1 年 生 の 担 任 の 先 生 ， フ

レ ッ シ ュ マ ン カ ウ ン セ ラ ー と い う 4 年 生 ， こ

れ ら す べ て が 寮 に 住 ん で い ま す ． で す か ら ，

何 か 困 っ た こ と が あ っ た と き に は 学 生 6 人 の

ほ か に マ ス タ ー ， デ ィ ー ン ， ア ド バ イ ザ ー の

先 生 ， カ ウ ン セ ラ ー の 4 年 生 が い ま す の で ，

実 は も の す ご く サ ポ ー ト さ れ て い ま す ． 授 業

の 空 き 時 間 は 寮 に 帰 れ ば い い の で す ．

学 生 寮 が な く 全 寮 制 で は な い 名 門 大 学 は 世

界 で 日 本 ぐ ら い で す ． 大 体 皆 さ ん お か し い で

す よ ね ． 授 業 が 終 わ っ た ら 混 雑 す る 電 車 に 乗

っ て 神 戸 や 大 阪 や 京 都 に 帰 っ て い く の で し ょ

う ．そ の 時 間 が も っ た い な い と い う こ と で す ．

東 大 生 の 場 合 ， 50%が 自 宅 通 学 で 平 均 通 学 時

間 は 1 時 間 で す ． 天 下 の 東 大 生 の 24 時 間 の う

ち 2 時 間 は 電 車 に 乗 っ て い る と い う ， ど れ だ

け の 鉄 道 マ ニ ア か と 私 が ツ イ ッ タ ー で 書 い た

ら ， 東 大 生 が 電 車 の 中 で 勉 強 し て い る か ら い

い と 書 い て き ま し た ． だ け ど 電 車 の 中 で 勉 強

し て い た ら ，学 生 6 人 や マ ス タ ー や デ ィ ー ン ，

フ レ ッ シ ュ マ ン ア ド バ イ ザ ー と 出 会 え な い で

は な い で す か ．

結 局 ， 大 学 の 勉 強 は 授 業 で 知 識 を 得 よ う と

思 っ て は い け な い の で す よ ． プ ラ イ ベ ー ト で

ど れ だ け 学 ん だ か な の で す ． 世 界 で 日 本 だ け

寮 が な い た め ， こ の プ ラ イ ベ ー ト で 勉 強 す る

機 会 が 日 本 人 学 生 に は 全 然 あ り ま せ ん ． で す

か ら ， 私 と し て は 寮 を 作 る こ と を 常 に こ だ わ

っ て い る の で す が ， 今 す ぐ 大 阪 大 学 に 寮 が で

き る わ け で も あ り ま せ ん の で ， 皆 さ ん で で き

る こ と を 考 え て い こ う と い う 私 の 突 拍 子 も な

い 話 で す ．

1-3.マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工 科 大 学

誰 で も 知 っ て い る マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工 科 大

学 の 事 例 を 出 そ う と 思 い ま す ． 皆 さ ん も 興 味

が あ る と こ ろ で し ょ う ． マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工

科 大 学 で は K く ん と い う ア メ リ カ 人 に 取 材 し

ま し た ． 私 が 行 っ た 日 は 3 月 で し た が 大 変 寒

く 雪 が 降 っ て い ま し た ． し か し ， キ ャ ン パ ス

内 を 裸 足 で 歩 い て い る 人 が い ま し た ． 彼 い わ

く ， マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工 科 大 学 は 変 態 の 集 ま

り だ か ら 裸 足 で 歩 い て い る 人 は 珍 し く も 何 と

も な い ， 僕 は 裸 で 歩 い て い る 人 を 見 た と 話 し

て い ま し た ． は っ き り い っ て ク レ イ ジ ー な 大

学 な の で す ね ． ジ ョ ブ ズ が い っ た と お り ， ク

レ イ ジ ー は 基 本 的 に ほ め 言 葉 で す ． 皆 さ ん の

学 校 も 理 系 が 多 い の で MIT が ど う い う 授 業 を

や っ て い る か を ご 説 明 し よ う と 思 い ま す （ ス

ラ イ ド ４ ）．

新 入 生 の 秋 学 期 に は ， 生 物 学 ， 物 理 学 ， 数

学 ， 英 語 の ラ イ テ ィ ン グ と い う た っ た 4 科 目

で す ． 生 物 学 で は 講 義 が 週 3， テ ィ ー チ ン グ

ア シ ス タ ン ト に よ る レ シ テ ー シ ョ ン（ recitation）

と い う 少 人 数 の デ ィ ベ ー ト が 週 2 あ る の で 生

物 学 で 週 5 で す ． 物 理 学 は 2 時 間 通 し で 行 わ

れ る レ ク チ ャ ー が 週 2， TA に よ る レ シ テ ー シ

ョ ン が 週 1 × 1 時 間 で 週 3 コ マ ， 数 学 は 週 5

× 1 時 間 で す ． と い う こ と で ， 月 ～ 金 曜 ま で

数 学 と 生 物 学 ， 物 理 学 を し っ か り や っ て い る

と い う 恐 る べ き 学 校 で し た ． コ ロ ン ビ ア 大 学

な ど で は 代 わ り に プ ラ ト ン な ど を し っ か り や

っ て い ま す ．

MIT も 大 学 院 生 の TA を 使 っ た 少 人 数 の レ シ

テ ー シ ョ ン と い う デ ィ ベ ー ト 形 式 の ゼ ミ を 必

ず や り ま す ． 大 人 数 の 講 義 も あ り ま す が ， そ

れ だ け で 終 わ ら せ な い と い う こ と で す ね ． 1

年 生 の 入 っ た ば か り の 学 生 に 英 語 の ラ イ テ ィ

ン グ を や っ て い る の が ち ょ っ と 面 白 い で す

ね ． 週 1 コ マ し か な い 代 わ り に 3 時 間 通 し で

行 わ れ ま す ． こ れ も 人 数 が と て も 少 な く て 十

数 人 と 聞 い て い ま す ． 正 式 に は 「 language and

technology」 と い う 科 目 で す ．
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春 学 期 に な る と 化 学 ， 数 学 ， 経 済 学 ， 物 理

学 を 取 っ て い ま す ． こ れ も そ れ ぞ れ が レ ク チ

ャ ー と レ シ テ ー シ ョ ン が 必 ず セ ッ ト に な っ て

い ま す ． 日 本 の 大 学 に お い て た く さ ん の 問 題

が あ る と 思 い ま す が ， す ぐ に で き る 一 番 重 要

な こ と と し て ， 黙 っ て 聞 い て い る 授 業 に 少 人

数 の ゼ ミ を 組 み 合 わ せ る こ と を 緊 急 に や る べ

き で は な い の か ， そ れ は 先 生 た ち に と っ て 負

担 が 重 い の で 大 学 院 生 の TA， 日 本 の 場 合 は

学 部 生 を 使 っ て も い い と 思 っ て い ま す ．

MIT に は 変 な 文 化 が あ る そ う で ， キ ャ ン パ

ス 内 で 適 度 な い た ず ら を し て も 許 さ れ る そ う

で す ． あ る 学 生 は 校 舎 の 屋 根 に パ ト カ ー を 置

き ま し た ． 本 当 な の で す よ ． 検 索 し て 見 て い

た だ き た い の で す が ， 大 き な ド ー ム の 上 に パ

ト カ ー が 乗 っ て い ま す ． な ぜ 乗 せ た か 誰 に も

分 か ら な い の で す が ， あ る 日 の 朝 ， 学 校 に 来

て み る と 乗 っ て い る わ け で す ． こ の 学 校 が 面

白 い の は そ れ を 叱 る の で は な く 写 真 を 撮 っ て

壁 に 飾 っ て あ る の で す よ ． そ の 後 ， 学 長 あ て

に パ ト カ ー の 下 ろ し 方 と い う 手 紙 が き た ら し

い で す ． そ う い う 変 な こ と を や っ て い い と い

う 文 化 が MIT に は あ る そ う で す ． た だ し ， こ

の 学 校 は 勉 強 が と て も き つ く ， 勉 強 が き つ い

た め に 自 殺 者 が 出 る と 聞 き ま し た ． た だ ， 先

ほ ど の 裸 足 で 歩 く 人 や 変 な い た ず ら を し て も

許 さ れ ま す ． パ ト カ ー の 次 の 年 に は 屋 根 か ら

生 き た 牛 が つ る さ れ て い た そ う で す ね ． こ れ

も 生 き た 牛 を つ る し た 写 真 が 載 っ て い ま す ．

犬 の ハ ー ネ ス の よ う な も の を 巻 い た 牛 が つ る

さ れ た そ う で す が ， こ れ も 牛 の 下 ろ し 方 が 書

い て あ っ た よ う で す ． 変 な こ と を し て も い い

不 思 議 な 大 学 で 大 変 面 白 か っ た で す ．

ア メ リ カ の 大 学 で 取 材 し て き た の は プ リ ン

ス ト ン ， イ ェ ー ル ， ブ ラ ウ ン ， MIT， ハ ー バ

ー ド で し た が ， 今 話 し た よ う な 感 じ で 授 業 を

行 っ て い ま す ． 今 ま で ハ ー バ ー ド の 先 生 が す

ご い と い う よ う な テ レ ビ 番 組 が 多 く の 日 本 人

を 勘 違 い さ せ た の だ と 思 う こ と が あ り ま す ．

皆 さ ん の 学 校 に も ス タ ン フ ォ ー ド の 先 生 が 来

て い た と 思 う の で す が ， 授 業 を 改 善 す る と い

う の は マ イ ケ ル ・ サ ン デ ル の よ う な す ご い 教

授 が 面 白 い 授 業 を す る も の だ と 多 く の 日 本 人

が 思 い 込 ん で い る の で す よ ． 明 ら か に そ れ は

お か し い だ ろ う と い う の が 私 の 主 張 で す ． 今

ご 説 明 し た と お り ， 入 っ て き た 新 入 生 に き つ

い 環 境 で た く さ ん 勉 強 さ せ る こ と ， す ご い 先

生 が 面 白 い レ ク チ ャ ー を や る こ と ， 大 学 院 生

と の セ ク シ ョ ン が 1 セ ッ ト で あ る こ と が 全 く

忘 れ ら れ て い ま す ．

日 本 で 皆 さ ん を 教 え て お ら れ る 多 く の 先 生

方 の 中 に は ア メ リ カ 等 で 修 士 ， 博 士 を 取 っ て

こ ら れ た 大 変 優 秀 な 先 生 が た く さ ん い ら っ し

ゃ い ま す ．そ れ は 素 晴 ら し く ，い い こ と で す ．

し か し ， ア メ リ カ で 学 部 教 育 を 受 け た 人 は あ

ま り い な い と 思 う の で す よ ． 大 抵 は 日 本 で 東

京 大 学 や 大 阪 大 学 な ど を 出 て ， き み は 優 秀 だ

か ら ア メ リ カ で も ま れ て こ い と 勧 め ら れ ， あ

ち ら で ド ク タ ー を 取 っ て き た か ら 天 下 の Ph.D

が つ い て い る の で す ． し か し ， そ の 先 生 方 は

ア メ リ カ の 学 部 教 育 を 受 け て い ま せ ん よ ね ．

私 は 学 部 教 育 の 面 白 さ を ぜ ひ 学 部 生 で あ る 皆

さ ん に 知 っ て ほ し か っ た の で す ． 今 で も ハ ー

バ ー ド と い う と ， す ぐ に ハ ー バ ー ド ビ ジ ネ ス

ス ク ー ル の す ご い ビ ジ ネ ス み た い な 本 が 出 て

い ま す が ， 本 場 ハ ー バ ー ド で は ， 実 は ビ ジ ネ

ス ス ク ー ル と い う の は 金 に 目 が く ら ん だ や つ

ら と い う さ げ す み の 声 も あ る の で す ． な ぜ な

ら 哲 学 を や っ て い る 人 な ど も い る わ け で す

よ ．

1-4.ヨ ー ク 大 学

ア メ リ カ の 大 学 を 見 学 し た 私 は ， 意 気 揚 々

と カ ナ ダ へ 行 き ま し た ． カ ナ ダ に 留 学 し て い

る 日 本 人 か ら ア メ リ カ に 行 く な ら カ ナ ダ に 来

て く だ さ い と 言 わ れ た か ら 行 っ た の で す が ，

最 初 の 感 想 は 「 行 き た く な い 」 で し た ． と い

う の は ， ア メ リ カ か ら 航 空 券 を 買 っ て 帰 っ て

く れ ば い い の に な ぜ カ ナ ダ ま で と 思 っ た わ け

で す が ，結 論 は 行 っ て 正 解 で し た ．な ぜ な ら ，

カ ナ ダ の 大 学 は ア メ リ カ の 大 学 と 全 然 違 い ま

し た ． ア メ リ カ の 大 学 は 90 分 授 業 で は な い ，

90 分 授 業 は や め た 方 が い い ， 50 分 だ み た い な

話 を 皆 さ ん に し ま し た が ， カ ナ ダ で は 授 業 が

す べ て 3 時 間 で し た ． 全 然 違 い ま し た ．

カ ナ ダ に あ る ヨ ー ク 大 学 は か な り の 名 門 で

す ． こ の カ ナ ダ の 彼 が 4 科 目 し か 取 っ て い な

い の は 先 ほ ど の ア メ リ カ の 学 生 と 同 じ で す ね

（ ス ラ イ ド 5）． と こ ろ が ， こ の う ち 3 科 目 が

そ れ ぞ れ 週 1 × 3 時 間 ， 1 科 目 は 週 2 × 90 分

と い う も の で ，全 然 ア メ リ カ と 違 っ た の で す ．

私 は こ れ を 聞 い た 瞬 間 に ア メ リ カ が 勝 っ た と

思 い ま し た が ， 彼 が 受 け て い る 教 育 は 20 人 ，

20 人 ， 30 人 ， 15 人 で し た ． 3 時 間 と い っ て も

黙 っ て 3 時 間 聞 い て い る の で は な く ， デ ィ ベ

ー ト や ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど の ア ク テ ィ ブ ラ ー
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ニ ン グ の と て も し ん ど い 授 業 を み っ ち り や っ

て い た の で す ね ． こ れ は 経 営 学 部 な の で ， 実

際 に 企 業 の 人 間 に 投 資 の 話 を 提 案 す る な ど の

授 業 が あ る た め ， 授 業 以 外 の 時 間 が と て も き

つ い の で す よ ． 週 1 コ マ し か な い 代 わ り に 空

い た 時 間 は 学 生 同 士 が 集 ま っ て 宿 題 や 議 論 を

や ら な く て は い け な い 時 間 が た く さ ん あ り ，

と て も き つ い の で す ．た だ し 彼 の 場 合 は 1 ～ 4

月 に 2 科 目 し か 取 ら な か っ た の で 週 3 で イ ン

タ ー ン は や っ て い ま し た ．

ヨ ー ク 大 学 の フ ー ド コ ー ト

写 真 を 撮 っ て き ま し た （ ス ラ イ ド 6）． こ

の カ ナ ダ の 大 学 は 5 万 人 も い る の で キ ャ ン パ

ス 内 に 大 き な シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー が あ る の

で す ． さ ら に 驚 い た の は ， こ の 後 ト ロ ン ト 大

学 に 行 っ た の で す が ， 図 書 館 の 蔵 書 が 1500 万

冊 で 大 阪 大 学 の 総 合 図 書 館 の 7 倍 あ り ま し

た ． は っ き り い っ て 大 阪 大 学 の 総 合 図 書 館 は

日 本 で 一 番 立 派 だ と 思 い ま す ． 東 京 大 学 は 本

が あ ち こ ち に 分 散 さ れ て い ま す ． 私 は 大 阪 大

学 の 総 合 図 書 館 は 素 晴 ら し い と 思 っ て い ま す

が ， そ の 7 倍 の 大 き な 図 書 館 で す ． 国 体 代 表

と ワ ー ル ド カ ッ プ ぐ ら い の 差 が あ る と 思 い ま

す が ， 大 阪 大 学 は 十 分 い い と こ ろ だ と 思 い ま

す ． 1500 万 冊 も あ る た め に 図 書 館 の 1 階 が 巨

大 な 学 食 ， フ ー ド コ ー ト で し た （ 写 真 6）．

ヨ ー ク 大 学 に は グ ル ー プ プ ロ ジ ェ ク ト の 授

業 が あ り ， 宿 題 が と て も き つ い た め に キ ャ ン

パ ス の あ ち こ ち に 個 室 の 勉 強 部 屋 み た い な と

こ ろ が た く さ ん あ り ま す （ ス ラ イ ド 7）． こ

う い う 空 い た 部 屋 で グ ル ー プ 学 習 み た い な こ

と を 鬼 の よ う に や ら さ れ る ， や ら さ れ る と い

う よ り 勝 手 に や っ て い ま す ． こ の 学 校 で は 1

～ 2 年 生 の 授 業 が す べ て 40 人 以 下 ， 3 ～ 4 年

生 に な る と す べ て の 授 業 が 20 人 以 下 で す ．

も の す ご く 丁 寧 に や っ て い ま す が ， ア メ リ カ

の ハ ー バ ー ド や イ ェ ー ル は 学 費 が 1 年 400 万

も か か る 私 立 大 学 だ か ら で き る の で す が ， カ

ナ ダ は 驚 い た こ と に 州 立 大 学 で す ． な ぜ そ こ

ま で で き る の か は ， 申 し 訳 あ り ま せ ん が 調 べ

て い ま せ ん ．

カ ナ ダ の 場 合 ， 大 学 院 の 経 営 の MBA に 近

い こ と を 基 本 的 に 学 部 教 育 で や っ て し ま う こ

と が 分 か り ま し た ． ご 存 じ の と お り ， ア メ リ

カ で は 4 年 間 は リ ベ ラ ル ア ー ツ （ 教 養 教 育 ）

で 大 学 院 で よ り 専 門 を し っ か り や ろ う と い う

考 え で す が ， 私 が 意 外 だ と 思 っ た の は カ ナ ダ

で は 学 部 教 育 で し っ か り や ろ う と し て い ま

す ． こ れ は 実 は ヨ ー ロ ッ パ 型 で す ． 日 本 は 戦

後 ， ア メ リ カ の 高 等 教 育 の 制 度 が 入 っ た こ と

に な っ て い る に も か か わ ら ず ， 皆 さ ん は 入 試

の 段 階 で 学 部 を 決 め な け れ ば い け ま せ ん ． そ

れ は な ぜ か ． 実 は 戦 前 の 日 本 の 大 学 は ど ち ら

か と い う と ド イ ツ な ど の ヨ ー ロ ッ パ 型 で し

た ． 驚 い た こ と に イ ギ リ ス は 大 学 が 3 年 し か

な い の で す よ ． オ ー ス ト ラ リ ア も そ う で す ．

な ぜ か と い う と ， ヨ ー ロ ッ パ の 人 た ち は 皆 さ

ん が 1 ～ 2 年 で 受 け て い る よ う な リ ベ ラ ル ア
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ー ツ が 高 校 ま で に 十 分 身 に つ い て い る か ら 大

学 で は 専 門 し か や ら な い と い う の が ヨ ー ロ ッ

パ の 大 学 な の で す ． ど う も カ ナ ダ は そ の 節 が

あ り ま す ． で す が ， ア メ リ カ は 違 い ま す ．

2.日 本 の 大 学 は ど う 変 わ る べ き か

そ し て ， 問 題 は 日 本 で す ． ど う も 日 本 は も

と も と そ う だ っ た よ う で す ． 大 学 は 専 門 だ け

を や れ ば い い で は な い か ， な ぜ な ら ， 戦 前 は

教 養 教 育 を 旧 制 高 等 学 校 な ど で や っ て い ま し

た ． で す か ら ， 大 学 は 専 門 を き ち ん と や る と

こ ろ で あ り ， 今 で も 日 本 の 大 学 は 奥 底 で は そ

う 思 っ て い る と 私 は 思 っ て い る の で す よ ． そ

う で な け れ ば 入 学 の 時 点 で 医 学 部 や 経 済 学 部

な ど と 決 め な い で は な い で す か ． で す か ら ，

日 本 の 大 学 は 実 は ア メ リ カ 型 で は な く ヨ ー ロ

ッ パ 型 な の で す ．学 校 側 は こ れ を 認 め ま せ ん ．

そ こ に ア メ リ カ か ら リ ベ ラ ル ア ー ツ が 入 っ て

き て し ま っ た ば か り に 戦 後 に 教 養 部 と い う よ

く 分 か ら な い も の が で き ， そ れ が 名 と 姿 を 変

え て 皆 さ ん の 立 場 に な っ て い る わ け で す ．

こ れ は 私 か ら 見 る と ， ヨ ー ロ ッ パ 型 の 教 育

と ア メ リ カ 型 の 教 育 の い い と こ 取 り で は な く

悪 い と こ ろ 取 り で す ． な ぜ か 日 本 は ア メ リ カ

の 制 度 を 導 入 す る と き は わ ざ わ ざ 劣 化 さ せ て

導 入 す る と い う 訳 の 分 か ら な い 癖 が あ り ， そ

の 頂 点 が ロ ー ス ク ー ル で す ． リ ベ ラ ル ア ー ツ

も そ う な の で す よ ． は っ き り 言 い ま す が ， 先

ほ ど の イ ェ ー ル 大 学 の 授 業 を あ の ま ま 日 本 に

導 入 し て も い い の に わ ざ わ ざ 劣 化 さ せ て 導 入

す る と い う 訳 の 分 か ら な い こ と を し て い ま

す ． 結 果 的 に ， 大 学 側 は 世 界 最 高 の 教 育 を 皆

さ ん に 提 供 し て い る こ と に な っ て い ま す が ，

皆 さ ん は そ う で も な い ， 改 善 の 余 地 が あ る の

で は な い か と い う の は ， ま さ に こ う い う と こ

ろ な の で は な い か な と 思 い ま す ．

2-1.教 員 1 人 あ た り の 学 生 数

皆 さ ん に 無 関 係 な 話 か も し れ ま せ ん が ， 日

本 の ほ と ん ど の 大 学 は 私 立 大 学 で す ． で す か

ら ， 皆 さ ん も 友 達 が 私 立 大 学 に 行 っ て い る 人

も 多 い と 思 い ま す ． 関 関 同 立 や 近 畿 大 学 な ど

名 前 だ け 聞 け ば 大 阪 大 学 と そ ん な に 違 わ な い

よ う に 見 え る の で す が ， 実 は か わ い そ う な こ

と に 私 立 大 学 の 学 生 は 皆 さ ん と は 違 っ て と て

も 劣 悪 な 教 育 環 境 で 勉 強 し て い る と い う の が

こ の 数 字 で す （ ス ラ イ ド 8）． そ れ は 教 員 1 人

あ た り の 学 生 数 で す ．

大 阪 大 学 が な く て 申 し 訳 な い の で す が ， 東

京 大 学 や 新 潟 大 学 あ た り を ご 覧 く だ さ い ． こ

ち ら は 計 算 方 法 に よ っ て 人 数 が 変 わ る の で す

が ， 概 ね 国 立 大 学 は 大 学 の 先 生 が す ご く た く

さ ん い る こ と に よ っ て 質 の 高 い 教 育 が 受 け ら

れ ま す ． ア メ リ カ の 名 門 校 と 比 べ て も 数 字 の

上 で は 遜 色 は あ り ま せ ん ． と こ ろ が ， こ こ に

青 山 学 院 大 学 と 法 政 大 学 を 出 し て い ま す け れ

ど も ， 関 西 大 学 な ど も こ う い う 感 じ な の で す

よ ． 関 西 大 学 の 法 学 部 な ど で は 60 人 ， 皆 さ

ん の 6 分 の 1 の 質 の 教 育 を 受 け て い ま す ． こ

れ に つ い て ， 私 は 譲 れ ま せ ん ． 本 当 に そ う な

の で す よ ． で す か ら ， 皆 さ ん の 多 く が 一 緒 に

歩 ん で い く 日 本 の 大 学 生 諸 君 は 非 常 に 質 の 低

い 教 育 を 受 け て い る こ と に 私 は 気 づ き ま し

た ．

つ ま り ， 大 き な 教 室 で 大 人 数 授 業 を や る の

が 大 学 の 授 業 な の だ と 思 い 込 ま さ れ て い る の

で す よ ． と こ ろ が ， 国 立 大 学 に く る と 分 か る

わ け で す ね ． テ レ ビ ド ラ マ な ど で 階 段 教 室 な

ど を 映 す も の で す か ら ， オ ー プ ン キ ャ ン パ ス

な ど で 階 段 教 室 を 見 て 素 敵 と 思 う の で し ょ う

が ， 素 敵 な わ け あ り ま せ ん ． イ ギ リ ス の オ ッ

ク ス フ ォ ー ド や ケ ン ブ リ ッ ジ に も 行 き ま し た

が ，あ ち ら で の 授 業 の 基 本 は 1 対 4 な ど で す ．

教 授 と み っ ち り 丁 寧 に や る の で す が ， 本 来 の

大 学 の 授 業 は そ う な の で す ． 大 衆 が 大 学 に 行

く た め に や む を 得 ず 大 人 数 で や っ て い る だ け

で す ． そ し て ， 先 ほ ど の ア メ リ カ の 事 例 で 分

か り ま す ね ． 大 人 数 講 義 を や っ た ら 同 じ 授 業

を ゼ ミ で や っ て カ バ ー す る ， 同 じ 内 容 を や る

わ け で す ．

ま た ， ア メ リ カ の 場 合 は テ ィ ー チ ン グ ア シ

ス タ ン ト を や っ た 大 学 生 で な い と 教 授 に な れ

ま せ ん ． つ ま り ， 研 究 業 績 が 立 派 で 論 文 を 書

い た だ け で な く 教 え る こ と が プ ロ で な い と 大
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学 の 先 生 に な れ な い の で す ． 驚 い た こ と に 中

国 で も 同 じ で す ． 日 本 は ど う し た の だ ろ う と

い う 感 じ で す ． 中 国 で は 教 員 と 職 員 の 間 の 補

導 員 と 呼 ば れ る 人 が い ま す ． 補 導 員 は 勉 強 を

教 え る わ け で は あ り ま せ ん が ク ラ ス 担 任 で

す ． 担 任 の 先 生 が い て ， 学 生 の キ ャ ン パ ス ラ

イ フ の 面 倒 を み て い る と い う こ と で す ． 先 ほ

ど の イ ェ ー ル 大 学 の 寮 の 人 み た い な 担 任 の 先

生 が い る わ け で す ． 面 白 い の は ， 補 導 員 を 経

験 し な い と 大 学 教 授 に な れ ま せ ん ． イ ェ ー ル

大 学 な ら ば TA を や ら な い と 教 授 に さ せ な い

の と 同 じ で す ． 中 国 の 制 度 で は ， 補 導 員 に な

っ て ク ラ ス を 持 っ て 学 生 生 活 の 面 倒 を 見 た

後 ， 教 員 を 目 指 す か 幹 部 職 員 に な る か が 選 べ

ま す ． こ れ は い い で す ね ． 今 日 本 で も 教 員 と

職 員 の 間 が 必 要 な の で は な い か と い う 議 論 が

細 々 と 新 潟 大 学 の 絹 川 先 生 あ た り が 言 っ て い

ま す が ， 誰 も 聞 か な い と い う 状 況 で す ． 私 は

必 要 だ と 思 い ま す ．

2-2.能 動 的 学 び の 重 要 性

こ れ は ア メ リ カ の 調 査 結 果 で す （ ス ラ イ ド

9）． 授 業 か ら 得 た 内 容 を 覚 え て い る か を 半 年

後 に 調 べ た と こ ろ ， 講 義 で 聞 い た こ と を 半 年

後 も 覚 え て い る の は 5%で し た ． 皆 さ ん が 聞

い た 講 義 は 半 年 後 に 消 え て な く な っ て い る こ

と が 分 か り ま す ． 読 書 は 10%で す の で ， 講 義

よ り 読 書 を し て い る 方 が ま し と い う こ と が 分

か り ま す ． 視 聴 覚 は 20%， 本 を 読 む よ り テ レ

ビ を 見 る 方 が ま し と い う こ と が 分 か り ま す ．

デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン は 30%で す か ら ， 私 も

本 日 は 講 義 で は な く デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン だ

と 思 っ て や っ て い ま す の で 6 倍 の 価 値 が あ り

ま す ． こ の 後 に 皆 さ ん は グ ル ー プ 討 論 を な さ

い ま す け れ ど も ， ア メ リ カ の 調 査 に よ る と グ

ル ー プ 討 論 は 黙 っ て 授 業 を 聞 い て い る よ り 10

倍 定 着 す る わ け で す ． 素 晴 ら し い で す ね ． と

い う わ け で ，熱 く グ ル ー プ 討 論 し て い た だ く ．

授 業 に 積 極 的 に 参 加 し な い と 点 数 が つ き ま せ

ん ． 手 を 挙 げ な い と 点 数 が つ き ま せ ん の で ，

手 を 挙 げ て 意 見 を 言 わ な い の は い か が な も の

で し ょ う か ． そ う い う 感 じ で 覚 悟 し て い た だ

き た い と 思 い ま す ．

グ ル ー プ 討 論 よ り も っ と 価 値 が あ る の が 自

ら 体 験 す る こ と で す ． 企 業 に 行 く こ と や ボ ラ

ン テ ィ ア で 農 村 に 行 く こ と が 実 は 素 晴 ら し い

と い う こ と で す ．最 後 に ，ほ か の 人 に 教 え る ．

だ か ら TA な の で す ． 大 学 院 生 が ほ か の 学 部

生 に 教 え る こ と で す ． 例 え ば ， 皆 さ ん が 2 年

生 だ と し て 1 年 生 に 自 分 が 受 け て き た 授 業 を

教 え る と し た ら と て も 大 変 で し ょ う ． 準 備 を

し な く て は い け な い し ， 1 年 生 に 分 か り や す

く 教 え な け れ ば い け ま せ ん ． そ れ を や る こ と

に よ っ て 講 義 を 聞 く よ り も 5%か ら 90%へ 自 分

の 定 着 率 が 上 が り ま す ． つ ま り ， 人 に 教 え る

こ と は 自 分 が 学 ぶ こ と な の で す ． お か げ さ ま

で ，本 日 私 は 大 変 学 ば せ て い た だ い て い ま す ．

そ う い う わ け で ， た だ 黙 っ て 講 義 を 聞 く と い

う の は も の す ご く 駄 目 だ と 分 か っ て い る に も

か か わ ら ず ， な か な か 改 善 さ れ ま せ ん ．

2-3.日 本 の 大 学 の 問 題 点

そ れ は な ぜ か ． 本 来 ， 大 学 の 学 び は 能 動 的

で あ る は ず に も か か わ ら ず ， 今 ま で の 日 本 の

大 学 は 結 果 的 に 受 動 的 な 人 間 を 作 っ て き ま し

た ． そ れ は な ぜ か ． 会 社 が そ れ で よ か っ た か

ら で す ． 企 業 は 黙 っ て 言 う こ と を 聞 く か わ い

い 後 輩 が 欲 し い の で あ っ て ， 上 司 に 対 し て 自

分 は こ う い う こ と が し た い と い う 人 間 は 今 ま

で は 要 ら な か っ た の で す よ ． で も ， 皆 さ ん が

お 気 づ き の と お り ， 日 本 の 経 済 が へ ろ へ ろ に

な っ て き て ， 若 い 人 に 何 と か し て も ら わ な い

と い け な い と い う の で 大 学 教 育 も 変 わ ら な く

て は い け ま せ ん ．

も う 一 つ 私 が 非 常 に 問 題 だ と 思 っ て い る の

は ，属 人 的 な 自 己 責 任 社 会 で す ．時 々 学 食 で 1

人 で 食 事 を し て い る 人 を 見 る と ， あ い つ は 友

達 が い な い の で は な い か な ど と い う こ と が あ

る か も し れ ま せ ん が ， 先 ほ ど の イ ェ ー ル 大 学

の 例 な ど の よ う に 個 人 の メ ン タ リ テ ィ と は 無

関 係 に す べ て の 人 間 に サ ポ ー ト が 行 き 届 い て

い ま す ． そ れ は メ ン タ ル が タ フ だ ろ う が 弱 か

ろ う が 関 係 あ り ま せ ん ． と こ ろ が ， 日 本 の 場

合 は 寮 が な く ， ク ラ ス も し っ か り し た 体 制 が

な い た め に 学 問 の 友 人 が で き ま せ ん ． 私 が そ
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う だ っ た の で す が ， 大 学 に 入 っ た ら サ ー ク ル

で ス ポ ー ツ な ど の 遊 び の 友 達 は で き ま し た ．

し か し ， 勉 強 の 友 達 が で き な い の で す よ ． 大

阪 大 学 は そ の 点 よ く な さ っ て い る と 思 い ま

す ． 授 業 の 空 き 時 間 に 寮 に 帰 れ ま せ ん か ら ，

結 果 的 に 自 分 の 居 場 所 は 自 分 で 作 る し か あ り

ま せ ん ．

こ う い う こ と を や っ て い る と 生 き る ス キ ル

が 身 に つ き ま せ ん ． こ れ は 少 し 抽 象 的 な 話 に

な っ て い ま す が ， 先 ほ ど ご 紹 介 し た ア メ リ カ

や カ ナ ダ の 大 学 の 授 業 を 見 て い る と 皆 さ ん が

日 本 の 大 学 で も 参 考 に な る ， 改 善 す べ き 点 が

た く さ ん あ る こ と を 薄 々 感 じ て い た だ け る の

で は な い か と 思 い ま す ．

2-4.大 学 で 身 に つ け る べ き 能 力

東 京 大 学 教 育 学 研 究 科 の 本 田 由 紀 先 生 が 提

唱 し た も の な の で す が ， 内 定 獲 得 に 関 係 あ る

八 つ の ネ タ 作 り で す （ ス ラ イ ド 10）． 本 来 の

授 業 の 話 か ら 脱 線 し て い ま す が 許 し て く だ さ

い ． こ れ か ら 就 職 す る に あ た っ て ほ と ん ど の

学 生 が 就 職 の 面 接 で ア ル バ イ ト と サ ー ク ル の

経 験 ば か り を 話 す わ け で す ね ．「 ア ル バ イ ト

は コ ン ビ ニ で し て い ま し た 」， 大 阪 大 学 な ら

「 塾 講 師 を や っ て い ま し た 」「 家 庭 教 師 を や

っ て い ま し た 」 な ど で す ． 東 大 生 も 塾 講 師 や

家 庭 教 師 が 多 い で す ． 時 給 は 大 体 3000 円 で す

か ． い い で す ね ． コ ン ビ ニ の 何 倍 も ら え る の

で し ょ う か ．

就 職 活 動 の 面 接 で サ ー ク ル の 話 を さ れ て 企

業 の 人 か ら う ん ざ り だ と 言 わ れ た の は ， な ぜ

か テ ニ ス 部 の 副 部 長 ば か り だ と い う の で す ．

「 学 生 時 代 は 何 を 頑 張 り ま し た か 」「 テ ニ ス

部 の 副 部 長 で し た 」， ま た き た か ． な ぜ 人 は

み な テ ニ ス 部 の 副 部 長 に な る の か ． こ れ が 笑

え な い の は ， 私 は 高 校 の 時 に 副 生 徒 会 長 で し

た ． 分 か り ま す か ． 生 徒 会 長 は や り た く な い

で す よ ね ． 先 に 書 記 な ど に な っ て し ま え ば 生

徒 会 長 に な ら な く て い い の で す ． そ う い う わ

け で ， 日 本 人 の 出 世 し た く な い 気 持 ち が ま さ

に テ ニ ス 部 の 副 部 長 と い う 言 葉 に 凝 縮 さ れ て

い ま す ． そ れ は 企 業 も 飽 き て い る の で ， バ イ

ト と サ ー ク ル 以 外 に ネ タ を 作 っ て お け と い う

こ と で す ．

こ れ は バ カ バ カ し い と 思 う か も し れ ま せ ん

が ， 東 京 大 学 教 育 学 研 究 科 の 先 生 が 真 剣 に 作

っ た も の な の で 私 は 結 構 き ち ん と し て い る と

思 う の で す よ ． バ イ ト と サ ー ク ル 以 外 に 大 学

時 代 に 頑 張 っ た こ と を 作 っ て お く と い う こ と

で ，「 英 語 ・ 留 学 」「 企 業 で の イ ン タ ー ン シ

ッ プ 」「 ボ ラ ン テ ィ ア ・ NPO」「 資 格 ・ 予 備 校 」

「 ゼ ミ ・ 演 習 」 で す ． 要 は ゼ ミ や 授 業 で き ち

ん と 勉 強 を し よ う と い う こ と で す ．で す の で ，

本 日 皆 さ ん が や っ て い る こ う い う 活 動 も と て

も い い と 思 い ま す ．

趣 味 の 活 動 団 体 は マ ニ ア ッ ク だ と 思 い ま す

が ， 何 か 好 き な 趣 味 が あ る 場 合 に も し 可 能 な

ら 学 外 の 人 と の 交 流 や 社 会 に 出 て み る こ と を

何 か 一 つ や っ て も い い の か と 思 い ま す ．た だ ，

皆 さ ん の 周 り に ア フ リ カ や カ ン ボ ジ ア の 貧 し

い 子 ど も を 救 う た め に 頑 張 っ て い る と い う 人

は い ま せ ん か ． 私 が そ う い う 人 を 見 て い て 不

安 に な る の は ， そ う い う 人 の 中 に は 大 学 で 勉

強 し て い な い 人 が い ま せ ん か ． マ サ チ ュ ー セ

ッ ツ 工 科 大 学 で ハ イ チ 地 震 の 被 災 者 を 救 う 活

動 を し て い ま し た ． し か し ， こ れ は 学 生 が 勝

手 に ボ ラ ン テ ィ ア で や っ て い る の で は な く 大

学 の カ リ キ ュ ラ ム に 組 み 込 ま れ て い る プ ロ ジ

ェ ク ト 学 習 に な っ て い る の で ， 教 授 と お 金 が

つ い て き て み ん な で ハ イ チ に 行 き ま す ． つ ま

り ，こ れ は 学 問 の 一 部 な の で す よ ．と こ ろ が ，

日 本 の 場 合 は や る 気 の あ る 学 生 が 世 界 で 何 か

を し た い と き ， ほ と ん ど の 大 学 は サ ポ ー ト 体

制 が 一 切 あ り ま せ ん ． 人 ， も の ， 金 が 一 切 あ

り ま せ ん ． イ ェ ー ル 大 学 の 学 生 は 6 ～ 8 月 ま

で 3 カ 月 あ る 夏 休 み で 北 京 に 留 学 し て い る の

で す が ，こ れ は 大 学 か ら ポ ケ ッ ト マ ネ ー が 150

万 出 て ， 向 こ う で 世 界 中 の 学 生 と 夏 休 み に 一

緒 に 勉 強 し て い ま す ．

で す か ら ， カ ン ボ ジ ア に 学 校 を 作 る み た い

な も の も 大 学 の 学 問 と 結 び つ い て い て ， き ち

ん と 教 授 が 手 伝 う わ け で す ． と こ ろ が ， 日 本
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は こ れ が 充 実 し て い な い ば か り に 自 分 で 勝 手

に や っ て し ま い ま す ． カ ン ボ ジ ア や ア フ リ カ

で 学 校 を 作 っ て い る 人 に は 立 派 な 人 も い ま す

が ， 私 か ら 見 る と 大 学 の 授 業 が 駄 目 だ か ら ほ

か に 楽 し み を 探 し て い る よ う に 見 え ま す ． も

ち ろ ん 全 員 と は 言 い ま せ ん ．

3.大 学 を 変 え る 際 の 課 題

今 大 き く お 話 し し た の は ， 最 初 に ア メ リ カ

の 時 間 割 の 話 ， そ れ を 踏 ま え て 日 本 の 状 況 を

話 し ま し た ． 最 後 の 三 つ 目 は 恐 ら く 今 ま で パ

ン キ ョ ー 革 命 で 皆 さ ん が あ ま り 触 れ て こ な か

っ た 部 分 だ と 思 っ て い ま す ． そ れ は 教 員 の 待

遇 の 改 善 で す ． 私 は 大 学 の 先 生 で は あ り ま せ

ん ． 自 分 が 受 益 者 と し て 面 白 い 授 業 を や っ て

ほ し い と い う の が 私 の 出 発 点 で し た ． と こ ろ

が ， 日 本 の 大 学 の 先 生 は ア メ リ カ な ど と 比 べ

て さ ぼ っ て い る の か と 思 っ て い た の で す が ，

大 学 の 先 生 方 を 取 材 し て み る と そ う で は あ り

ま せ ん で し た ．

3-1.重 す ぎ る 教 員 の 負 担

実 は 今 ， 日 本 の 大 学 の 先 生 は 目 一 杯 で す ．

皆 さ ん が ご 覧 に な っ て ど う 思 わ れ る か 分 か り

ま せ ん が ， 日 本 の 大 学 の 先 生 は 担 当 す る コ マ

が 多 す ぎ る の で す よ ． 例 え ば ， 大 阪 大 学 で す

と 4 コ マ ぐ ら い と 聞 い て い ま す が 私 立 大 学 で

は ル ー ル と し て 6 コ マ を 教 え て い ま す ． と こ

ろ が ， 10 コ マ や 12 コ マ と い う 小 学 校 の 先 生

並 み の 環 境 で 教 え て い る 日 本 の 名 門 私 立 大 学

が 数 多 く あ り ま す ． 結 局 ， 日 本 の 大 学 は 授 業

を 改 善 し よ う に も 教 員 の 負 担 が 重 す ぎ ま す ．

先 週 ， あ る 首 都 圏 の 私 立 大 学 で FD 講 演 会

の 講 師 に 招 か れ た 私 は 教 員 の 負 担 を 減 ら す FD

と い う テ ー マ を 出 し た ら 大 受 け し ま し た ． 冒

頭 に 申 し 上 げ た の で す よ ． FD と い う と い ろ

い ろ な 教 育 学 者 が や っ て き た り ， ほ か の 大 学

の 成 功 事 例 を 話 す 先 生 が 大 き な 顔 で や っ て き

て ， う ち の 学 校 は こ れ ほ ど FD を 頑 張 っ て い

る よ と 話 し て 去 っ て い き ま す ． し か し ， 皆 さ

ん は そ れ を 聞 く と う ん ざ り で し ょ う ． こ ち ら

は 目 一 杯 や っ て い る と い う の が 先 生 方 の 本 音

で す よ ね ．

基 本 的 に こ の パ ン キ ョ ー 革 命 も 気 を 付 け な

い と ， 先 生 方 の 負 担 は 今 で も 十 分 き つ い の に

も っ と し ん ど い 思 い を さ せ る の で は な い か と

い う の が 私 の 最 後 の 問 題 意 識 で す ． た だ し ，

最 初 の 問 題 意 識 で は 授 業 を 改 善 し ろ と 話 し て

い る の で 矛 盾 し て い る の で す が ， こ れ は 仕 方

あ り ま せ ん ．

3-2.ア メ リ カ の 有 名 大 学 の 入 学 試 験

ア メ リ カ で 聞 い た 話 で は ， 日 本 の 大 学 の 大

き な 問 題 は 入 試 と 教 員 人 事 に あ る と い わ れ ま

す ． 入 試 に 関 し て は 当 然 ， 天 下 の セ ン タ ー 試

験 で 大 変 高 い 点 を 取 ら れ て 突 破 さ れ た 優 秀 な

大 阪 大 学 の 皆 さ ん に は 申 し 上 げ に く い の で す

け れ ど も ， こ れ が 本 当 に 一 番 優 秀 な 人 間 を 選

ぶ シ ス テ ム な の か ど う か ． 少 し そ れ は ど う か

と 疑 う こ と で す ． 皆 さ ん は 大 学 生 で す か ら 分

か る と お り ， 既 存 の 学 問 は と り あ え ず 疑 い ま

す ね ． 私 は み ん な が ほ め る 大 学 を 疑 う 癖 が あ

る の で ， 秋 田 の 国 際 教 養 大 学 を 批 判 す る こ と

も あ り ま す ． み ん な が ほ め て い る と こ ろ は 疑

い ま す ． 今 の ペ ー パ ー 試 験 で 優 秀 な 学 生 を 取

る シ ス テ ム が 本 当 に 一 番 い い シ ス テ ム か ど う

か を 疑 問 に 感 じ て い た ら ， 驚 い た こ と に 京 都

大 学 が 入 試 改 革 を や る と い う の で す よ ． 私 立

大 学 み た い な AO 入 試 を や っ て ， 部 活 動 な ど

や る 気 み た い な も の で 判 断 す る 学 生 を 1 割 取

る と い う の で す ね ． そ れ も ど う か と は 少 し 思

い ま す ね ．

先 ほ ど の イ ェ ー ル や ハ ー バ ー ド が ど う い う

入 試 を や っ て い る か と い う と ， い わ ゆ る ア メ

リ カ 版 の セ ン タ ー 試 験 の SAT が あ り ， こ れ は

満 点 近 く 取 れ て 当 た り 前 で す ． そ の 点 は 皆 さ

ん と 一 緒 で す ． こ れ に 加 え て エ ッ セ イ が あ っ

て 志 望 動 機 を 書 か な く て は い け ま せ ん ． 私 は

な ぜ イ ェ ー ル に 入 り た い の か ． 実 は こ れ が 一

番 し ん ど か っ た と 日 本 人 学 生 は 話 し て い ま し

た ． 僕 は な ぜ 入 り た い の だ ろ う ． 有 名 大 学 だ

か ら ， 将 来 何 を や り た い か ら ， こ の エ ッ セ イ

を 書 く こ と が 極 め て し ん ど い の で す ． ま た ，

高 校 時 代 の リ ー ダ ー シ ッ プ 経 験 を 書 か な く て

は い け な い そ う で す か ら 点 数 だ け 取 れ て い る

人 間 は 入 れ ま せ ん ね ． ど ち ら か と い う と 企 業

の 面 接 や 採 用 試 験 に 近 い 形 で す ． 高 校 時 代 の

リ ー ダ ー シ ッ プ 経 験 や 大 学 の 志 望 動 機 が 厳 し

く 問 わ れ る よ う な 入 学 試 験 を や っ て い ま す ．

も ち ろ ん こ れ が 正 解 で ， 日 本 は 間 違 え て い る

と い う つ も り は あ り ま せ ん ．

3-3.入 試 制 度 は こ れ で い い の か

な ぜ ア メ リ カ は そ れ を や っ て い る の か と い

う と ， あ く ま で も 私 の 意 見 と い う こ と で 皆 さ

ん の 意 見 と 違 っ て も 許 し て ほ し い の で す が ，
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ど う も ハ ー バ ー ド 大 学 あ た り は メ ン タ ル が タ

フ な リ ー ダ ー を 取 ろ う と し て い る よ う で す ．

東 日 本 大 震 災 の と き に 私 が 分 か っ た の は 東 大

を 出 た 人 た ち の メ ン タ ル が 豆 腐 で あ る と い う

こ と で し た ． 東 京 電 力 の 社 長 は 原 発 が 爆 発 し

た ら シ ョ ッ ク で 倒 れ て 入 院 し ま し た ね ． オ バ

マ 大 統 領 だ っ た ら 何 回 死 ん で い る の か と い う

話 で す ． リ ー ダ ー は ピ ン チ に な っ た と き に 仕

事 を す る 人 な の で す ． 普 段 ふ ん ぞ り 返 っ て い

る 偉 い 社 長 や 市 長 で は な く て ， ま ず い こ と が

起 き た と き に 何 か や る と い う 強 い メ ン タ ル を

持 っ て い る の が リ ー ダ ー で あ り ， ア メ リ カ の

ト ッ プ 校 が そ う い う メ ン タ ル の タ フ な 人 間 を

取 る た め に 志 望 動 機 を 書 か せ た り ， な ぜ こ の

学 校 に 入 り た い か を 徹 底 し て 問 う と い う の は

そ う い う こ と な の で す ． 京 都 大 学 は 薄 々 そ う

い う 人 を 取 ろ う と 思 い 始 め て い ま す ．

で す か ら ， 冒 頭 の 東 京 大 学 や 大 阪 大 学 は 点

数 が 高 い 人 を 取 る や り 方 が 本 当 に エ リ ー ト な

の か ． 入 試 制 度 は こ れ で い い の か ． 話 を 大 き

く し す ぎ て い る か も し れ ま せ ん が ， 実 際 に 京

都 大 学 や 東 京 大 学 が 高 校 生 を 入 れ る 部 分 に 着

手 し よ う と し た 今 ， 入 試 は ど う す る か を 皆 さ

ん で 議 論 し て ， も し か し た ら そ う い う こ と を

考 え て 提 言 し て も い い 時 代 が と う と う き た の

か な と 思 い ま す ． 入 試 制 度 は 変 え な く て い い

の か ． 皆 さ ん は 受 か っ て し ま っ た 人 な の で 正

直 な と こ ろ 変 え た く な い と 思 う の で す よ ． で

す が ， 本 当 に そ れ で い い の か ．

た だ ， い く ら ア メ リ カ だ か ら と い っ て メ ン

タ ル が タ フ な リ ー ダ ー ば か り が 入 っ て い る の

か と い う 話 で す よ ね ． そ う い う わ け は な い で

す よ ． ア メ リ カ 人 に も シ ャ イ な 人 は い ま す ．

そ う い う 人 は ハ ー バ ー ド や MIT の よ う な 勉 強

や 競 争 ば か り の と こ ろ で は 居 心 地 が 悪 い わ け

で す ね ． で は ど う す る か ． ア メ リ カ で も メ ン

タ ル が タ フ で は な い 人 の 場 合 に は 2000 人 規 模

の 小 さ な リ ベ ラ ル ア ー ツ カ レ ッ ジ に 行 き ま

す ． 学 力 は 高 い け れ ど も そ う い う 競 争 社 会 は

嫌 だ と い う タ イ プ は 小 さ な リ ベ ラ ル ア ー ツ カ

レ ッ ジ に 行 っ て 先 生 と み っ ち り 学 ぶ よ う な 家

庭 的 な 雰 囲 気 の 大 学 4 年 間 で 鍛 え ら れ ， 大 学

院 か ら ハ ー バ ー ド と い う 伏 線 が あ り ま す ．

と こ ろ が ， 大 阪 大 学 の よ う な 大 き な 学 校 で

は な く 小 さ い と こ ろ で こ つ こ つ 学 ん で か ら 大

阪 大 学 の 大 学 院 に 行 こ う と い う と き ， 関 西 に

小 さ く て 偏 差 値 が 高 い 大 学 が な い の で す よ ．

で す か ら ， 本 当 に プ ー ル 学 院 ぐ ら い が 偏 差 値

60 ぐ ら い だ と い い の で す が 40 ぐ ら い な の で

す ． 首 都 圏 な ら ご 存 じ の と お り 国 際 基 督 教 大

学 が あ り ま す か ら ， 私 は 関 西 に 小 さ く て い い

大 学 が 欲 し い と 思 い ま す ． 入 試 の と き に 京 大

・ 阪 大 ・ 神 戸 大 に 入 ら な い と 大 阪 ， 関 西 は も

う お し ま い と い う の で は な く ， 何 か ほ か の 手

が あ る の で は な い で し ょ う か ．

た だ し ， 教 員 1 人 当 た り の 学 生 数 を 見 る と

私 立 大 学 は 悲 惨 で す ． み な さ ん に は 近 く の 私

立 大 学 に 目 を 向 け る よ り も ， 先 ほ ど ご 覧 い た

だ い た よ う な 世 界 の ト ッ プ た ち と 戦 っ て ほ し

い の で す よ ． 皆 さ ん は 自 覚 が な い か も し れ ま

せ ん が ， 結 果 的 に ワ ー ル ド カ ッ プ で サ ッ カ ー

を や る 人 に な っ て し ま っ た わ け で す ． 実 際 に

な っ て い る の で す よ ． 皆 さ ん の 先 生 方 は 論 文

を 書 い て 世 界 と 競 争 し て い る わ け で す か ら ，

こ こ は 世 界 と 戦 っ て い る 学 校 な の で す ． 世 界

と 競 争 し て い な い 大 学 も あ り ま す が ， こ こ は

世 界 と 競 争 し て い る 大 学 な の だ か ら ， 皆 さ ん

に は 教 養 教 育 で も 世 界 の ナ ン バ ー ワ ン と 競 い

合 っ て ほ し い わ け で す ． 東 京 大 学 が 真 剣 に や

ら な い 以 上 ， も う 大 阪 大 学 に 期 待 す る し か あ

り ま せ ん ． 京 都 大 学 も あ ま り 真 剣 に や っ て い

ま せ ん ．

3-4.世 界 の 大 学 に 目 を 向 け る

本 日 な ぜ こ ち ら に 来 て い る か と い う と ， 私

が 日 本 中 の 大 学 を す べ て 行 っ た 中 で 最 高 に い

い 教 養 教 育 を や っ て い る の が 大 阪 大 学 だ と 思

う か ら で す ． 国 際 教 養 大 学 は 一 生 懸 命 や っ て

い ま す が 研 究 を ほ っ た ら か し て い ま す か ら 科

研 費 が 大 学 全 体 で 895 万 円 ， 教 員 の 評 価 の 6

割 を 教 育 で 評 価 し ま す ．研 究 で は な い の で す ．

金 沢 工 業 大 学 も お お む ね 先 生 を 教 育 で 評 価 し

て い ま す ．そ れ は そ れ で い い の で す け れ ど も ，

こ ち ら は 違 う で は な い で す か ． 世 界 最 高 の 研

究 を や っ て プ リ ン ス ト ン や ハ ー バ ー ド や ス タ

ン フ ォ ー ド と 競 い 合 う の で し ょ う ． な ら ば 学

部 教 育 の 質 も 厳 し く 競 い 合 う べ き だ と 思 い ま

す ． 先 ほ ど の イ ェ ー ル 大 学 の 事 例 な ど に は 間

違 え た 情 報 が 入 っ て い る か も し れ ま せ ん し ，

こ れ を 見 て 私 が 正 し い と か 暗 記 し ろ と い っ て

い る の で は あ り ま せ ん ． 皆 さ ん に は 世 界 最 高

の 教 育 を ど こ が ど う や っ て い る の か を 貪 欲 に

つ か み と っ て ほ し い の で す ね ．

そ の 上 で ， で は 大 阪 大 学 の パ ン キ ョ ー は ど

う し て い け ば い い か ． 正 直 な と こ ろ 近 隣 大 学

よ り も ， フ ラ ン ス で 一 番 す ご い 学 校 は ど う な
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の か ， イ ギ リ ス は ど う な の か ． 幸 い 皆 さ ん の

周 囲 に は 海 外 に 行 か れ た 先 生 も い ら っ し ゃ る

し ，皆 さ ん に も 留 学 し た 友 達 が い る で し ょ う ．

例 え ば ， 留 学 し た 子 に ど う い う 時 間 割 だ っ た

か を 聞 い て も い い と 思 う の で す よ ． ど う い う

授 業 だ っ た か ， 寮 生 活 は ど う だ っ た か ． ぜ ひ

ワ ー ル ド カ ッ プ で 戦 っ て い た だ き た い と い う

の が 私 の お 願 い で す ． 今 の 皆 さ ん は そ う い う

環 境 に い て ， し か も 大 阪 大 学 は そ れ だ け の リ

ソ ー ス を お 持 ち で す ． 大 変 素 晴 ら し い で す ．

あ と 10 分 の 間 に 皆 さ ん が 質 問 を 書 い て く

れ る こ と を 私 は 祈 っ て お り ま す ． み う ら じ ゅ

ん と い う 漫 画 家 を ご 存 じ の 方 は い ら っ し ゃ い

ま す か ． 少 し い ら っ し ゃ い ま す ね ． 先 生 に 多

い で す ね ． あ り が と う ご ざ い ま す ． 彼 は 関 西

の 人 で す よ ね ． 彼 が こ う い う と こ ろ で 講 演 し

て い る の を 聞 き に 行 っ た こ と が あ る の で す

が ， 講 演 が 終 わ っ た あ と の 質 問 コ ー ナ ー が 大

嫌 い だ と 話 し て い ま し た ． な ぜ な ら 日 本 人 は

誰 も 手 を 挙 げ な い で は な い で す か ． だ か ら 最

初 に 手 を 挙 げ る 人 を 愛 し て い る ， あ い つ は 仲

間 だ ， 最 初 に 手 を 挙 げ て く れ て 助 か っ た と い

う 気 持 ち に な る と 話 し て い た の で 私 は 最 初 に

手 を 挙 げ ま し た ． み う ら じ ゅ ん と 心 の 友 に な

り ま し た ． そ の 講 演 は 東 京 大 学 で や っ て い ま

し た ．

恐 ら く 今 ま で 皆 さ ん は 高 校 な ど で 手 を 挙 げ

て 発 言 す る 人 は 恥 ず か し い ， い じ め ら れ る と

い う 空 気 の 中 に ず っ と い た は ず な の で す よ ．

今 ま で の 日 本 の 会 社 も そ う だ っ た の で す ． し

か し ， 世 界 中 の 人 と 学 問 や ビ ジ ネ ス で 競 い 合

う と き に 恥 ず か し い か ら 手 は 挙 げ な い と い っ

て い た ら 蹴 落 と さ れ る 環 境 に い る こ と に 皆 さ

ん は 薄 々 気 が つ い て い る は ず で す ． 先 生 方 も

論 文 は 書 い た け れ ど も 自 信 が な い か ら 発 表 す

る の は や め よ う と い っ た ら ， 当 た り 前 で す が

ほ か の 研 究 者 に 先 を 越 さ れ る わ け で す ． あ ま

り あ お っ て も つ ら い の で す が ， 皆 さ ん は 世 界

と 戦 え る エ キ サ イ テ ィ ン グ な 環 境 に い る ， こ

こ は そ う い う 学 校 な の で す ． 幸 い な こ と に 皆

さ ん は ワ ー ル ド カ ッ プ で サ ッ カ ー を し て い い

と い う チ ケ ッ ト を 手 に 入 れ て し ま っ た の で

す ．

今 回 の ア メ リ カ 取 材 の と き に 私 は ツ イ ッ タ

ー で 「 卒 業 旅 行 で 私 と ア メ リ カ に 行 き た い 大

学 生 募 集 」 と ツ イ ッ タ ー で つ ぶ や い た の で す

が ，何 と 2 人 が 来 ま し た ．こ れ は 驚 き で す よ ．

プ リ ン ス ト ン 大 学 に 現 地 集 合 と い っ た ら 早 稲

田 の 4 年 生 と 東 北 大 学 の 4 年 生 が 本 当 に 来 ま

し た か ら ね ． ツ イ ッ タ ー な ど で 顔 は 知 っ て い

る 人 だ っ た の で す が 大 し た も の で す よ ． そ の

う ち 1 人 は ニ ュ ー ヨ ー ク の 空 港 で い き な り ぼ

っ た く り タ ク シ ー に 500 ド ル 取 ら れ ま し た ．

タ ク シ ー 代 が 500 ド ル と は し ゃ れ に な っ て い

ま せ ん ．「 円 安 で よ か っ た ね 」 と 言 っ て も な

ぐ さ め に も な り ま せ ん で し た ． 彼 ら と 一 緒 に

ハ ー バ ー ド 大 に 行 っ た と き に 私 は 今 の よ う な

話 を し て ，き み た ち は ワ ー ル ド カ ッ プ の 選 手 ，

き み た ち が サ ッ カ ー の 試 合 で 戦 っ て い る の を

応 援 し た り す る の が 私 の 仕 事 ， 私 は ジ ャ ー ナ

リ ス ト な の で 報 道 す る 側 で す ． 皆 さ ん に は し

っ か り 試 合 を し て も ら っ て ， 私 は そ れ を 応 援

し て い ま す ．

今 の 学 生 の う ち に 何 か す ご い こ と を し な く

て も い い の で す ． カ ン ボ ジ ア に 学 校 を 作 っ て

映 画 に な る な ど 今 す ぐ や ら な く て い い の で

す ． 皆 さ ん が 本 当 に 力 を 発 揮 す る の は 30 代 ，

40 代 で ， こ こ に お ら れ る 若 手 の 先 生 ぐ ら い の

と き が 一 番 皆 さ ん の 脂 が 乗 り 切 っ た お い し い

と き な の で す よ ね ． そ の と き の た め の 力 を 蓄

え る の が 今 の こ の 時 期 な の で あ ま り 慌 て な く

て い い で す ． 皆 さ ん の 本 番 は 2030 年 ぐ ら い で

い い で し ょ う ． サ ッ カ ー な ら 体 が 若 い 今 が ピ

ー ク な の で す け れ ど も ， 学 問 の 場 合 は も う 少

し 先 な の で す よ ね ． 皆 さ ん の 多 く は 大 学 院 ま

で 行 か れ る で し ょ う ． そ の た め の 基 礎 体 力 を

付 け る ， 甲 子 園 で い う な ら む し ろ 小 学 校 や 中

学 校 の 野 球 が 好 き な 時 期 が 今 の 皆 さ ん だ と 私

は 思 っ て い ま す ．

こ の と き に 学 問 の 体 力 を 付 け る と い う と こ

ろ で パ ン キ ョ ー を ど う や っ て い け ば い い の

か ． そ の た め に は 世 界 の 最 高 に い い 教 育 の 事

例 を 知 る ． そ し て 教 員 の 負 担 は 重 く な ら な い

こ と が ポ イ ン ト な の で す よ ． イ ェ ー ル 大 学 で

私 が す ご く 驚 い た の が ， 語 学 は 別 と し て ， 先

生 は 1 学 期 に 1 科 目 し か 持 ち ま せ ん ． そ の 代

わ り 週 2 日 か 3 日 は 授 業 が あ り ま す ． そ れ は

先 生 の モ チ ベ ー シ ョ ン が 違 い ま す よ ． で す か

ら ， FD と い う の は 何 か 新 し い 工 夫 を し て 先

生 の 負 担 を 増 や す と い う よ り ， 単 に 先 生 の 負

担 を 減 ら す こ と を 考 え て い け ば ， 先 生 に よ る

授 業 の 質 は 明 ら か に 上 が っ て い き ま す ． た だ

し ， そ れ だ け で は い け な い の で 難 し い の で す

し ， 1 科 目 し か 持 た な か っ た ら 先 生 が 暇 で は

な い か と な る で し ょ う ． そ の 代 わ り ， 大 学 側

は ノ ー ベ ル 賞 を 取 る よ う な 研 究 を や れ と 言 っ
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て い る わ け で す ． そ れ だ け の 時 間 と お 金 は 与

え て い る と い う こ と で す ね ． 話 を 聞 く と ， 大

阪 大 学 も 私 立 大 学 に 比 べ る と 先 生 の コ マ 数 が

少 な い わ け で す が ， そ れ は 先 生 方 の ご 研 究 が

世 界 に 冠 た る も の で あ る と 私 は 信 じ て い ま

す ．

3-5.北 九 州 市 立 大 学 の 改 革

本 日 話 し き れ な か っ た の で す が ， 実 は 私 が

注 目 し て い る の は 北 九 州 市 立 大 学 と い う 九 州

の 学 校 で す ． 学 生 の 授 業 を 改 善 す る た め に こ

の 学 校 が 何 を や っ た か と い う と ， 何 と 教 員 の

人 事 シ ス テ ム の 改 革 で す ． も う 日 本 の 大 学 は

こ こ ま で や ら な い と 駄 目 だ と 私 は 思 っ て い ま

す ． 先 日 ， あ る 東 京 大 学 の 先 生 が 教 授 会 の 自

治 は 憲 法 で 保 障 さ れ て い る と 堂 々 と 私 に ツ イ

ー ト し て き た の で す が ， ど う ぞ と し か 言 い よ

う が な い で す ね ． 確 か に そ う な の で す け れ ど

も ， そ の 名 の も と に あ な た は ど れ だ け さ ぼ っ

て き た の で す か と 書 い た ら 荒 れ て し ま う の で

書 き ま せ ん で し た ． 私 も ツ イ ッ タ ー に は 敵 が

多 い の で 気 を 付 け な い と い け ま せ ん ． ち な み

に ， フ ォ ロ ワ ー は 1 万 人 い ま す の で ， 何 で も

宣 伝 し ま す か ら 何 で も つ ぶ や い て く だ さ い ．1

万 人 は 結 構 す ご い で す よ ． サ ン デ ー 毎 日 は 6

万 部 で す か ら ね ．

本 日 ，大 阪 大 学 で 話 す の は 危 険 な の で す が ，

北 九 州 市 立 大 学 は 教 員 の 人 事 権 を 教 授 会 か ら

奪 い ま し た ． こ れ を や る と 当 然 教 授 会 が 面 白

く な い の で ， 代 わ り に 学 長 や 理 事 長 ， 外 部 の

審 議 会 の 独 断 で 教 授 会 人 事 に 介 入 す る よ う な

こ と は し な い と い う バ ラ ン ス を 取 り ， ま た ，

多 く の 大 学 で 虐 げ ら れ て い る 中 堅 ， 若 手 教 員

を で き る だ け 審 議 会 に 加 え て 発 言 の 機 会 を 与

え ， 若 い 先 生 に 活 躍 の チ ャ ン ス を 与 え て い ま

す ． 今 う ま く い っ て い な い 多 く の 大 学 は 変 わ

り た く な い お じ い さ ん た ち が 牛 耳 っ て い て ，

若 い 先 生 た ち が 発 言 で き な い と い う よ う な 学

校 が 関 西 で も 東 京 で も 多 く あ り ま す の で ， 若

い 先 生 を 取 り 上 げ る と い う こ と で す ね ． い ろ

い ろ な 手 を 打 っ て だ い ぶ こ ち ら は 改 革 を し ま

し た ．

3-6.ビ ル ・ ゲ イ ツ の メ ッ セ ー ジ

ジ ョ ブ ズ の 話 は 高 校 生 向 け に や っ て い る の

で す が ， 皆 さ ん は 十 分 で き て い る の で 話 し て

も 仕 方 が な い か な と 思 い ま す ． ジ ョ ブ ズ が 昨

年 亡 く な り ， ジ ョ ブ ズ の せ い で ビ ル ・ ゲ イ ツ

が 悪 役 の よ う に な っ て い ま せ ん か ． で す が ，

は っ き り 言 わ せ て く だ さ い ． 日 本 人 は ビ ル ・

ゲ イ ツ の 方 が 合 っ て い ま す ． ジ ョ ブ ズ は 日 本

人 か ら す る と 信 長 や 龍 馬 の よ う な ヒ ー ロ ー み

た い で す が ， 彼 の 本 を 読 ん だ ら 分 か る と お り

に 敵 も 多 い の で す よ ． こ う い う 人 が 同 僚 や 上

司 だ っ た ら 間 違 い な く こ れ ほ ど 嫌 な 人 は い な

い で し ょ う ． で も ， 素 晴 ら し い 人 で す ．

ビ ル ・ ゲ イ ツ が い い こ と を 話 し て い る の

で ， 最 後 に こ の 話 で 締 め た い と 思 い ま す ． ビ

ル ・ ゲ イ ツ が 2000 年 に 立 教 大 学 の 名 誉 博 士 号

を も ら う た め に 立 教 大 学 に や っ て き ま し た ．

そ の と き に あ る 学 生 が 「 あ な た が 成 功 す る た

め に 役 に 立 っ た こ と は 何 で す か 」と 聞 い た ら ，

ビ ル ・ ゲ イ ツ が 三 つ あ る と 答 え ま し た ． 一 つ

は 小 さ い こ ろ か ら 本 を た く さ ん 読 ん だ ， 二 つ

目 は 数 学 を や っ た こ と ， 三 つ 目 は コ ン ピ ュ ー

タ ー プ ロ グ ラ ム を 勉 強 し た こ と だ そ う で す ．

で す か ら ， 皆 さ ん の 場 合 も 本 を た く さ ん 読 む

こ と と 数 学 を や る こ と ， 三 つ 目 は 皆 さ ん そ れ

ぞ れ の 学 部 学 科 の 専 門 で い い で す ． ジ ョ ブ ズ

と ビ ル ・ ゲ イ ツ か ら 分 か る こ と は ， 時 間 を か

け ず ， 努 力 せ ず に は 力 は つ き ま せ ん ． こ れ は

皆 さ ん が よ く 分 か っ て い る こ と だ と 思 い ま

す ．

本 日 私 が 申 し 上 げ た か っ た 話 の 重 要 性 に 比

べ る と 最 後 は お ま け の よ う で す が ， 最 終 的 に

私 が 申 し 上 げ た か っ た こ と は た っ た 三 つ で

す ． 最 初 の ア メ リ カ の 時 間 割 ， 二 つ 目 は 日 本

の 大 学 は 今 ど う な っ て い る か ， 最 後 に 先 生 の

負 担 の 問 題 ， こ の 三 つ が 私 か ら の メ ッ セ ー ジ

で す ． こ れ を 踏 ま え て ， こ の 後 皆 さ ん か ら ご

質 問 を い た だ い た り ， グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ

ョ ン で 大 い に 盛 り 上 が っ て い た だ け れ ば と 思

い ま す ． あ り が と う ご ざ い ま し た （ 拍 手 ）．

※本講演録は、『大阪大学高等教育研究』第 1 号（2013）から編集委員会の許可を得て転載してい

ます。
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(3)「キャンパスライフデザイン（CLD）～新入生ガイダンス～」実施報告

■運営メンバー

統括・責任者：綿谷 亮 （基礎工学研究科・博士前期課程 1 年次）

リーダー：末吉 紘治（経済学部・2 年次）

主要メンバー：青木孝広（人 2）、大杉明日香（法 2）、長井彩（外 2）、松延徹人（基 2）、水谷亞

香里（法 2）

その他、10 名を超える当日スタッフ（2 年次中心）の方々にご協力いただきました。

■開催日時

2012 年 4 月 5 日（木） / 2012 年 4 月 6 日（金） 両日 13:00-20:00

■会場

ステューデントコモンズ・マッチング型セミナー室

■参加者

1 日目：8 名（工・外・医・歯・薬） / 2 日目：30 名（その他の学部）

■理念

将来、市民社会で活躍し、世界をより良くする人材を大阪大学から輩出する必要がある。そのた

めに、行動力のあり意識の高い学生を対象に、参加者が、自らの学生生活を主体的にデザインし、

かけがえのない大学生活 4 年間をエンジョイできるよう、意識改革を促すイベントを実施する。

■概要

阪大を代表する、魅力溢れる先輩学生からのプレゼンテーション、先輩学生と新入生とが同じ立

場に立って行うディスカッション、そして新入生一人につき先輩が一人付いて行う、キャンパスラ

イフ・デザイン。イベント全体を通して、新入生が将来なりたい自分を再認識し、それに向かって

大学生活をどのように活用するか考える機会を提供する。
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■内容

１部：先輩を「知り」、大切なことに「気づく」

魅力溢れる先輩学生がプレゼンターとなり、大学生活を送る上で本当に大切なことを、新入生に

提供する機会を提供した。

１．主体的な大学生活を送るために；末吉紘治（経２）

友達をたくさん作る、大きな夢を探す、想いを行動に変えるという 3 つの行動指針を示し、

充実したキャンパスライフを送ろうと強調することで、新入生のモチベーションを上げた。

２．つまみ食いで拡大する戦場 -モタトリアムの使い方 -；猪口絢子（法２）

戦場カメラマンになりたいという夢を掴むため、彼女が大学生活をどう使い、何を目指している

のかを、美しい写真を用いてプレゼンし、大きな夢を探す大切さを伝えた。

３．授業だって楽しもう；田上聡美（理２）

勉強は大学受験で終わり、大学の授業はサボって単位を取るためだけに。そんな風潮と逆行して

勉学に打ち込む彼女が、授業を楽しむコツを面白おかしく話をした。

４．大学名なんてどうでもいい -What you need to do-；板本拓也（基２）

東大に行けずにくよくよしていた彼が、気持ちを切り替え、サンフランシスコでベンチャー経験

をし、起業に向けて何を目指しているのかを、共感をベースにプレゼンした。

高校生と大学生との違いを語る末吉君 昨年度の CLD で自分に目覚めた田上さん

２部：自らを「語り」、同級生の考えに「驚く」

新入生と先輩たちが一つの大きな円を作り、「大学生とは」をテーマにディスカッションをした。

新入生は積極的に発言をし、先輩が議論を上手くコーディネートすることで、大変盛り上がるディ

スカッションとなった。次に、5 グループに分かれ、少人数で「理想の生き方」についてディスカ

ッションをした。３部の大学生活設計に繋がる、価値ある話し合いとなった。
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4

全体ディスカッション、みんな真剣 先輩と真剣に話し合っています

３部：目標を「作り」、自らのプランを「磨く」

それまでのイベントで学んだことを共有・整理した後に、新入生一人に対し先輩学生が一人付く

形で、新入生に理想のキャンパスライフをデザインしてもらった。将来どんな人になりたいかから

スタートし、4 年後にどうなりたいか、そのためには今日から何をすべきかとブレイクダウンさせ

ながら、目標と行動指針を明らかにした。そして、作ったプランを全員の前で発表してもらった。

今日から挑戦することを皆が堂々と宣言している様子を見、企画者は大変満足で、新入生を頼もし

くも感じた。

グループワーク、自分と必死で向き合い中 今日からすることを堂々と宣言！

４部：友と「繋がり」、嬉しさに心「ときめく」

イベント終了後、懇親会を行った。連絡先の交換等を通し、新入生同士だけでなく、新入生と先

輩スタッフ、そして先輩スタッフ同士が繋がり合う楽しい時間を過ごした。

５部：後日「集まり」、みんなが共に「煌めく」

イベント後に再び参加者と企画者が集まる機会を企画し、イベントだけの繋がりに留まらず、皆

がこれからも切磋琢磨し合える友人関係となれるようにしていく予定である。
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全体責任者の綿谷君 イベント全体の様子

ワニ博士の着ぐるみを使った広報活動 １日目の集合写真

■イベント関係者からの一言

○企画スタッフの声

・私の言動に影響を受ける人がいるのは、嬉しいことでもあると同時に、責任を負わなければなら

ないことなのだと感じました。

○参加者の声

・先輩たちが実際にやってきたことを聞けたので本当によかったです。

・いろんな人がいて、もう将来に向けて行動しているのを見て、すごいの一言です。

・一年生でも、思いと行動次第でこんなに大きなことができるのかと驚きました。

・人が考えていることをじっくり聞けたので楽しかった。

・中学高校でやってきた形式的なディスカッションとは違って、もっと熱くて夢があって楽しかっ

たです。

・自分がやるべきことを明確化できたのでよかったです。

・自分を改めて見つけ直すことができて良かった。先輩にも盲点を突かれたというか、自分の目標を考え

直すことができました。
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・今までなんとなく考えていたことを実現のためのプロセスまで明確にできたのですごくためにな

りました。

・みんなの前で宣言することなどはすごく緊張しましたが、良い経験になりました。

・輝いている濃い先輩たちと知り合え、前向きな夢を持った同級生に会え、良い刺激をもらえまし

た。

・CLD に参加して、これからの 4 年間が変わったと思います。

○参加者がイベントを知ったきっかけ

履修ガイダンス：21 人 /先輩から：２人 /友達の誘い：２人 /ビラ配り：１人 /阪大生活（冊子）：３人

■最後に

本年度は、2 回生が中心に企画・運営をしてくれました。イベントを今後も継続させるためには、

引き継ぎ作業が非常に大切です。昨年度 CLD に参加してくれた学生たちが、友達を巻き込んで今

年度の企画・運営に携わってくれたことが、本年度の一番の成果だと考えています。参加者が次年

度の企画者になるこの流れが今後も続き、CLD を通した縦横のネットワークが生涯続くものとな

るよう、これからも工夫を凝らしていきます。

（綿谷亮）
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(4)「学生 FD サミット・2012 夏」参加報告

■参加者氏名：服部憲児 永井勇気 佐々木諒 若林魁人 玉井裕之 坂本大地 矢島裕章

前田裕介

■開催日時：平成 24 年８月 25 日・26 日

■会場：立命館大学衣笠キャンパス・敬学館・明学館

■内容：オリエンテーションなど 活動紹介（阪大生報告） 分科会（阪大生パネリスト）

しゃべり場「学生にとっての主体的な学びとは」 報告 エンディング

■参加者：59 大学・４団体他・427 人

■コメント：初日は、最初に学生 FD サミットの趣旨説明、

参加大学の簡単な活動紹介、学生 FD の説明がなされた。学

生参加型 FD の普及に尽力してきた木野茂先生（立命館大学）

から、３月に出された中教審の審議のまとめを引き合いに

出し「学生の主体的学びについて考えて欲しい」旨の言葉

があった。オープニングの後はブースを設けて各大学の活

動紹介が行われた。阪大は学生が２回説明を行い、それぞ

れ 40 名程度の傍聴者があり、多数の質問や意見をいただい

た。午後は２回に分けて６つのテーマ別分科会が行われた。

そのうちの１つの「学生 FD とキャンパスライフ」では、阪

大生がパネラーの１名として参加し、学生参加型 FD に関わ

ることで、自分の適性を組織の目標に活かす術が身に付い

たこと、大学教育に関する興味関心が増したことなどが報

告された。同分科会のパネラーを務めた他大学の OB からは、経験をふまえて、上手くいかないこ

との方が多いが粘り強く頑張ることが重要という報告がなされた。

２日目は、冒頭で「しゃべり場」（阪大の「パンキョー革命」イベントに相当）についての説明

がなされた後、少人数グループに分かれて「学生にとっての主体的な学びとは」をテーマに話し合

いを行った（主催校からの要請により阪大生２名がファシリテーターを務めた）。話し合いの結果

は、全体会ではなく近隣の４グループで報告し合った。「自分で一歩踏み出す」ことが必要である

こと、主体的な学びも様々なレベルがあること、動機づけを高める仕組み（カリキュラム改革、授

業改善、ピアサポートなど）が必要であること、学習全体の中での授業の位置付けを明確にするこ

と等が報告された。時間の制約もあったためかとは思うが、「主体的な学び」が意味するところの

吟味をもう少しつっこんで考える必要があったように思われた。

（服部憲児）
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(5)「ひとこといちば 2012 後期」実施報告

①概要

「ひとこといちば」は、ステューデント・コモンズを利用した学生・教職員の交流の場である。

毎週１回昼休みに開放型セミナー室を利用して、教員のミニ・トークや学生団体の紹介などを行っ

ており、学生中心で企画・実施している。

「ひとこといちば」の開催は一時的にストップしていたが、2012 年後期から再開した。10 月 26

日から 12 月 17 日までに計７回開かれた。

②実施の記録

10月26日 太刀掛俊之先生（学生支援センター）（14人＋α）

「ボランティアってどこまでボランティアなんだろう？

-東日本大震災ボランティアをきっかけにした私の体験から-」

11月12日 田中仁先生（法学研究科）（16人＋α）

「日中関係を考える」

11月19日 鈴木竜太氏（理学部４回生）＆綿谷亮氏（基礎工学研究科 M1）（15人＋α）

「新しい『世界』へ飛び出そう！」

11月26日 田中仁先生（法学研究科）（７人＋α）

「日中関係を考える VOL.2」

12月４日 藤田一郎先生（生命機能研究科）（５人＋α）

「私の出会ったすごい人」

12月10日 小林傳司先生（CSCD）（10人＋α）

「科学の不確実性：福島・BSE・ラクイラ」

12月17日 下田正先生（理学研究科）（19人＋α）

「原発問題」

※12月4日（火）以外はすべて月曜に実施した。

※参加人数は途中の出入りがあるため概数である。

※「＋α」は室外傍観者を表す。

「ひとこといちば 2012 後期」は全体を通して社会問題についてのテーマを扱うことが多かった。

アンケートには、「ニュースで日頃聞いている内容を深く知ることができて良かった」などの回答

があり、参加した学生にとって良い刺激になっていることが伺える。また、社会問題を取り扱った

回は参加者も多く、学生の興味を引いていたようである。

③広報について

○ O+PUS

O+PUS を見て来たという人は非常に少ない印象を受けた。実際、アンケートで確認しているの

は１人のみ。意外と効果が小さいようである。
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○ポスター（５か所）

ポスターは A 棟に２枚、B 棟に１枚、カルチエに１枚、メインストリート掲示板に１枚貼った。

これの宣伝効果はまずまずの印象である。来年度も続けたい。

○チラシ

チラシは毎週の内容に沿ったものではなく、全体のスケジュールの入ったビラのほうが主力にな

った。これもポスター同様続けていきたい。

○ facebook

facebook のイベントページを作成し、多くの人に招待を送ってもらった。御協力いただいた方々

に御礼申し上げたい。この宣伝効果は非常に大きかった。

○ twitter

来年度からはツイッター係を決めてその人が担当することになった。

○ホームページ

中村征樹先生（全学教育推進機構）にお願いをして HP を作っていただいた。今後はこれに簡単

な「ひとこといちば」実施の様子や募集した質問とその回答を載せる予定である。来年度より本格

的に運営を行う。（http://www.celas.osaka-u.ac.jp/ourwork/hitokoto）

④課題

十分に参加人数を確保できなかった日もあったので、できるだけ同じ曜日に開催し、継続的に参

加してくれる人を逃さないようにしたい。その上で facebook による宣伝も適切な時期に行えるよう

にしたい。

途中から先生への質問という項目をアンケートに盛り込んだ。今期は回収した質問の回答を掲載

していないが、今後は質問と回答を HP に掲載する予定である。今期は藤田先生と下田先生から質

問への回答を頂いた（HP 未掲載）。

⑤アンケート資料

毎回実施したアンケートから記述式を除く部分についてまとめておく。

●所属についての質問の回答

10 月 26 日 11 月 12 日 11 月 19 日 11 月 26 日 12 月 4 日 12 月 10 日 12 月 17 日

回収枚数 14 16 15 7 2 10 19

学年 ‐ B1*14 B1*6 B1*5 B1*1 B1*5、B2*1 B1*12

B2*2 B2*4 B2*2 B2*1 M1*1 B2*2

B3*2 教員*1 B3*1

M2*2、OB*1 無回答*1 B4*3、OB*1

学部 基、外、法、 理、基、外、 法、基、理、 理、経、基、 基、外 工、理、薬、 理*10、

人、理、文 人、文、経、 外 、 人 、 工 工、文、法 外、法、基 工*1、人*2、

法 学 研 究 科 、 法*2、文*2、

外 国 語 学 部 外*1

の OB 外 OB*1
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●どこで知ったかという質問の回答

10 月 26 日 11 月 12 日 11 月 19 日 11 月 26 日 12 月 4 日 12 月 10 日 12 月 17 日

チラシ・ポスタ 2 3 1 2 0 2 4

HP 0 0 0 0 0 0 0

友達の紹介 7 9 8 3 1 2 1

教職員の紹介 0 0 1 0 0 0 1

Facebook 3 2 5 2 0 3 6

その他 2 2 1 0 1 2 6

●「参加してどうだったか？」という質問の回答

10月26日 11月12日 11月19日 11月26日 12月4日 12月10日 12月17日 総計

良かった - 4 8 1 1 7 13 34

やや良かった - 9 5 2 0 0 5 21

普通 - 1 1 3 0 0 1 6

あまり良くなかった - 0 1 1 1 0 0 3

良くなかった - 0 0 0 0 0 0 0

⑥ e-square との連携について

e-square の濱田格雄先生の協力により、来年度から「ひとこといちば」の模様を吹田で生放送す

る計画がある。吹田キャンパスの先生にお願いする場合には、豊中キャンパスまで来ていただかな

くても、e-square で「ひとこといちば」を実施できる可能性がある。今後、実現に向けて検討して

いきたい。

今期の「ひとこといちば」は多くの方のご協力のおかげで運営することができました。ありがと

うございました。特にご協力くださった先生方に深く御礼申し上げます。来年度もまたご協力の程

をよろしくお願い致します。

（脇谷海平）
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４．「パンキョー革命」各種活動のチラシ・ポスター類

第６次パンキョー革命 キャンパスライフ・デザイン 2012

ひとこといちば パンキョー革命提議書Ⅱ
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５．「パンキョー革命」関連文章類

(1)平成 24 年度分

①服部憲児「学生参加型 FD・教育改善の盛衰に関する研究」『大阪大学人間科学研究科紀要』第 39

巻（平成 25 年３月）。

②服部憲児「学生参加型 FD・教育改善にみられる共通特性」『大阪大学高等教育研究』第１号（平

成 25 年３月）。

③大阪大学パンキョー革命推進チーム『パンキョー革命提議書Ⅱ』（平成 25 年２月）。

(2)平成 23 年度までの関連文献

①大阪大学大学教育実践センター学生参加型 FD 推進委員会編『「パンキョー革命」報告書（2011）』

（平成 24 年３月）※。

②大阪大学パンキョー革命推進チーム「阪大生活（共通教育だより別冊）」vol.1（平成 24 年３月）。

③服部憲児「パンキョー革命」木野茂編『大学を変える、学生が変える：学生 FD ハンドブック』

（ナカニシヤ出版、平成 24 年３月）。（コラムを吉岡貴史・矢島裕章が執筆）

④服部憲児「学生参加型 FD の現状と実践上の課題」『大阪大学人間科学研究科紀要』第 38 巻（平

成 24 年３月）。

⑤服部憲児「新入生の授業選択の情報源に関する研究－大阪大学の教養教育科目を中心に－」『大

阪大学大学教育実践センター紀要』第８号（平成 24 年３月）。

⑥「週刊東洋経済」2011 年 10 月 22 日号（東洋経済新報社、平成 23 年 10 月）。（少しだけですが触れ

られています）

⑦服部憲児・岡部誠・菱田伊駒「大阪大学における『パンキョー革命』（学生・教職員懇談会）の

成果・課題・展望」大学コンソーシアム京都『組織的 FD の取り組み～ FD 義務化から現在（い

ま）～（第 16 回 FD フォーラム報告集）』（平成 23 年６月）

⑧大阪大学大学教育実践センター学生参加型 FD 推進委員会編『「パンキョー革命」「ひとこといちば」

「ワニバス」報告書（2010）』（平成 23年３月）※。

⑨早田幸政・諸星裕・青野透編『高等教育論入門』（ミネルヴァ書房、平成 22 年 11 月）。

⑩大阪大学大学教育実践センター『パンキョー革命（学生・教職員懇談会）報告書』(平成 22年３月)※。

⑪大阪大学「パンキョー革命」推進チーム『「パンキョー革命」提議書―大阪大学の共通教育に関する

提議書―』（平成 22年２月）※。

⑫服部憲児・山成数明「共通教育を熱く語る！－第１回学生・教員懇談会－の実施と分析」『大

阪大学大学教育実践センター紀要』第５号（平成 21 年３月）。

⑬服部憲児「大阪大学の FD 活動」神戸大学大学教育推進機構『大学教育研究』第 17 号（平成 20

年９月）。

「※」は http://www.cep.osaka-u.ac.jp/ourwork/withstudents/pankyoよりダウンロード可能。
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６．「パンキョー革命」に関連する活動等

(1)「共通教育プロジェクトルーム」の新設

平成 24 年度に「共通教育プロジェクトルーム」（プロジェクトルーム）が新設された。このプロ

ジェクトルームは、大阪大学の教育・学習力を発展させるため、学生または学生・教職員共同によ

る共通教育の改善ならびに学習意欲の向上に資するプロジェクトを推進するための場として、全学

教育推進機構により設置された。学生の創意工夫や自発性を活かして共通教育における教育・学習

の効果を高めるための活動に対して、効率的にプロジェクトが推進できる支援を行うこと、また、

このような課外活動に積極的に関わることにより、学生の「教養」「デザイン力」「国際性」を涵

養することを目的としている。

これらの趣旨に沿った活動をする阪大生の団体であれば、審査の上、一定の期間を活動に使用す

ることができる。パンキョー革命推進チームも、今年度よりここを拠点に活動を行っている。

(2)「双方向型シラバス（ワニバス）」作成プロジェクトの進捗状況

「双方向型シラバス（ワニバス）」とは、正確ではあるが学生にとって分かりにくいシラバスと、

明解で面白いが単位をいかに楽に取れるかが基準の「クロバス」、双方の短所を克服し、長所を併

せ持ち、双方向性も有した新しいタイプのシラバスである。大阪大学のキャラクターである「ワニ

博士」に因んで、この新しいタイプのシラバスを「ワニバス」と名付けている。平成 23 年度後期

から Web 版の作成に取り組んでいる。大枠はできているが、運用の方法や細部の決定など、いく

つかの検討事項が残っている。

平成 24 年度メンバー

学生：河口恵（薬学部２回生） 筒井正斗（理学部２回生）

教員：服部憲児（全学教育推進機構准教授） 中村征樹（全学教育推進機構准教授）

職員：畠中雅子（全学教育推進機構ガイダンス室）

(3)「阪大生活」改訂版

昨年度発行した「阪大生活」であるが、今年度は、全学教育推進機構・広報委員会が学生の協力

を得て一部内容を修正し、改訂版を発行する（本稿執筆時点で作成中）。
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「パンキョー革命」推進チーム・平成24年度メンバー

学生・院生

佐々木諒（経済学部１回生）

長者原翼（人間科学部１回生）

脇谷海平（基礎工学部１回生）

若林魁人（基礎工学部１回生）

大杉明日香（法学部２回生）

玉井裕之（工学部２回生）

中西翔太郎（法学部２回生）

松延徹人（基礎工学部２回生）

坂本大地（法学部４回生）

矢島裕章（文学部４回生）

綿谷亮（基礎工学研究科 M1）

前田裕介（人間科学研究科 D1）

教員

服部憲児（全学教育推進機構准教授）

中村征樹（全学教育推進機構准教授）

小島理永（全学教育推進機構助教）

山口和也（全学教育推進機構教授）

職員

小坂章洋（全学教育推進機構等教務係）

永井勇気（全学教育推進機構等教務係）

TA

朴晃一（経済学研究科 D3）

大阪大学 全学教育推進機構 学生参加型FD推進委員会

服部憲児（全学教育推進機構准教授）

中村征樹（全学教育推進機構准教授）

小島理永（全学教育推進機構助教）
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